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(57)【要約】
人の手によって操作することができるハンドルと、種々
のタイプの治療アタッチメントに嵌合する１つ又はそれ
以上の頭部とを含み、運動発生器が頭部を移動させるこ
と及び／又はハンドルをユーザが操作することによって
皮膚及び／又は身体部分の領域全体にわたって移動する
ことができる装置が開示される。種々の好適なアタッチ
メントは、研磨面を有するアプリケータアタッチメント
、酸素が貫通して移動できる微細孔を有する酸素化アタ
ッチメント、洗浄及びポリシング用のブラシアタッチメ
ント、加熱及び冷却用の熱アタッチメント、並びに光線
放射アタッチメントを含む。運動発生器は、振動、スピ
ン、周期的振動、又は頭部を通る音波の伝播によってア
タッチメントを移動させることができる。従ってアタッ
チメントは、研磨、洗浄、ポリシング、ライティング、
又は酸素化によって皮膚及び／又は身体部分の治療に対
して、取り付けることができ、頭部から取り外すことが
できる。更に治療中に、研磨組成物、洗浄液、及び／又
はポリシング液を皮膚及び／又は身体部分に付加するこ
とができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の頭部と、
　第２の頭部と、
　前記第１の頭部及び前記第２の頭部に結合され、人の手で握るのに好適なハンドル部分
と、
を含み、
　前記ハンドル部分が、前記第１の頭部及び前記第２の頭部の１つを移動させる運動発生
器を含むことを特徴とする装置。
【請求項２】
　運動発生器に前記第１の頭部又は前記第２の頭部のいずれかを移動させるスイッチを更
に含むことを特徴とする請求項１の装置。
【請求項３】
　前記運動発生器が、前記第１の頭部及び前記第２の頭部のうちの少なくとも１つを移動
させるために偏心質量体に結合されたモータを含むことを特徴とする請求項１の装置。
【請求項４】
　前記運動発生器が、前記第１の頭部又は前記第２の頭部のスピン及び振動の少なくとも
１つを行うためのモータ及び複数のギアを含むことを特徴とする請求項１の装置。
【請求項５】
　前記運動発生器が、前記第１の頭部及び前記第２の頭部の少なくとも１つを通って音波
及び超音波の１つを伝播するための音波発生器を含むことを特徴とする請求項１の装置。
【請求項６】
　前記第１の頭部が、治療剤を人間の皮膚又は身体部分の局部に付加するためにアプリケ
ータアタッチメントに取り外し可能に取り付ける第１の端部を含み、前記第２の頭部が、
前記人間の皮膚又は身体部分の局部にブラッシングするためにブラシアタッチメントに取
り外し可能に取り付ける第２の端部を含むことを特徴とする請求項１の装置。
【請求項７】
　前記第１の頭部が、前記アプリケータアタッチメントの内部容積と嵌合する外部形状を
含むことを特徴とする請求項６の装置。
【請求項８】
　前記第１の頭部が、前記アプリケータアタッチメントの内部中間面と内部側壁によって
定められる内部容積で受け入れられる外側側壁及び外側面を含むことを特徴とする請求項
６の装置。
【請求項９】
　前記外側側壁が、前記内部側壁の一部から前記内部容積内に縦方向に延びる少なくとも
１つの隆起部によって係合される少なくとも１つの陥凹部を有することを特徴とする請求
項８の装置。
【請求項１０】
　前記アプリケータアタッチメントが、前記第１の頭部と嵌合するのに好適な寸法を有す
る第１の端部と、人の毛髪又は皮膚の局部と接触するのに好適な寸法を有する研磨面を含
む第２の端部とを含むことを特徴とする請求項６の装置。
【請求項１１】
　前記研磨面が、人間の皮膚の摩耗又は剥脱のための略三角形表面を含むことを特徴とす
る請求項１０の装置。
【請求項１２】
　前記摩耗面が、略平面体に結合された複数の研磨粒子、及び前記略平面体と前記アプリ
ケータアタッチメントの外部中間面との間に結合された弾性材料を含む緩衝層を含むこと
を特徴とする請求項１０の装置。
【請求項１３】
　前記第２の頭部が、前記ブラシアタッチメントの前記内部容積と嵌合する外部形状を含
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むことを特徴とする請求項６の装置。
【請求項１４】
　前記第２の頭部が、前記ブラシアタッチメントの前記内部中間面及び前記内部側壁によ
って定められた前記内部容積により受け入れられる外側側壁及び外側面を含むことを特徴
とする請求項６の装置。
【請求項１５】
　前記外側側壁が、前記内部側壁の一部から前記内部容積内に縦方向に延びる少なくとも
１つの隆起部によって係合される前記少なくとも１つの陥凹部を有することを特徴とする
請求項１４の装置。
【請求項１６】
　前記ブラシアタッチメントが、前記第２の頭部と嵌合するのに好適な寸法を有する第１
の端部と、前記人の毛髪又は皮膚の局部と接触するのに好適な寸法を有する複数の毛を含
む第２の端部とを含むことを特徴とする請求項６の装置。
【請求項１７】
　前記複数の毛が、多角形となることを特徴とする請求項１６の装置。
【請求項１８】
　前記複数の毛が、人間の皮膚の摩耗又は剥脱のための研磨毛と人の毛髪又は皮膚のポリ
シング又は洗浄のための軟質毛のうちの１つを含むことを特徴とする請求項１６の装置。
【請求項１９】
　前記第１の頭部が、
　前記人間の皮膚の局部に治療気体を付加するために酸素化アタッチメントに取り付ける
第１の端部と、
　前記第１の端部を貫通して延びて、前記治療気体が前記第１の頭部から前記酸素化アタ
ッチメントに移動することを可能にする複数の開口部と、
を含むことを特徴とする請求項１の装置。
【請求項２０】
　前記酸素化アタッチメントが、
　接着剤及び両面テープのうちの１つを用いて前記第１の頭部に取り付けるのに好適な寸
法を有する第１の端部と、
　前記人の毛髪又は皮膚の局部と接触するのに好適な寸法を有する表面を含む第２の端部
と、
を含むことを特徴とする請求項１９の装置。
【請求項２１】
　前記酸素化アタッチメントが、
　側壁及び前記側壁内に定められた中央部を備えた略円板状を有する多孔性材料を含み、
前記中央部が、前記側壁の気孔よりも大きな気孔を有することを特徴とする請求項２０の
装置。
【請求項２２】
　前記第１の頭部が、人の毛髪、顔、首、手、足、肘、膝、頭皮、爪、外皮のうちの１つ
の局部を治療するために、アプリケータアタッチメント、ブラシアタッチメント、光線治
療アタッチメント、気体治療アタッチメント、冷却治療アタッチメント、温熱治療アタッ
チメントの１つに取り外し可能に取り付ける第１の端部を含むことを特徴とする請求項１
の装置。
【請求項２３】
　前記ハンドル部分に結合された少なくとも１つの付加的な頭部を更に含み、前記モータ
発生器が、前記少なくとも１つの付加的頭部を移動させる請求項１の装置。
【請求項２４】
　運動発生器は、前記ハンドル部分の操作により人間の皮膚表面又は身体部分全体にわた
る頭部の動作を引き起こすようにする前記ハンドル部分と前記頭部との間の物理アタッチ
メントであることを特徴とする請求項１の装置。
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【請求項２５】
　人の手の中で操作することができるデバイスに取り付けるのに好適であり且つ人の手で
握るのに好適な寸法を有する第１の端部と、人間の皮膚の局部に治療気体を付加するのに
好適な寸法を有する表面を含む第２の端部と、前記第１の端部から前記第２の端部に治療
気体を移動させることを可能にする複数の微細孔とを備えた多孔性材料を含む装置。
【請求項２６】
　前記第１の端部が、接着剤と両面テープのうちの１つで前記デバイスの第１の頭部に取
り付けるのに好適な寸法を有することを特徴とする請求項２５の装置。
【請求項２７】
　前記多孔性材料が、側壁内に定められた側壁と中央部を有する略円板状を含み、前記中
央部が、前記側壁の気孔率よりも大きな気孔率を有することを特徴とする請求項２６の装
置。
【請求項２８】
　人の手の中で操作することができ且つ人の手で握るのに好適な１つの頭部とハンドル部
分とを有するデバイスを更に備え、前記第１の端部が、前記１つの頭部に取り付けられる
ことを特徴とする請求項２５の装置。
【請求項２９】
　装置の運動発生器を用いて第１の頭部を移動させる段階と、
　前記運動発生器を用いて第２の頭部を移動させる段階と、
　前記装置のハンドル部分を操作して、前記第１の頭部に結合された第１の治療アタッチ
メントを用いて人間の皮膚の領域を治療する段階と、
を含む方法。
【請求項３０】
　前記第１の頭部を移動させる段階と前記第２の頭部を移動させる段階とが、前記第１の
頭部及び前記第２の頭部のうちの少なくとも１つの振動、一方向のスピン、周期的振動、
正逆スピン、音波の伝播のうちの少なくとも１つを行う段階を含む請求項２９の方法。
【請求項３１】
　前記第１の頭部を移動させる段階と前記第２の頭部を移動させる段階とが、前記第１の
頭部及び前記第２の頭部のいずれかを同時に移動させる段階を含むことを特徴とする請求
項２９の方法。
【請求項３２】
　前記操作段階が、
　前記第１の治療アタッチメントの研磨面を人間の皮膚の層に付加する段階と、
　前記人間の皮膚の層の周囲の前記研磨面を操作して、前記研磨面が前記人間の皮膚の表
皮層を研磨することを可能にする段階と、
を含む請求項２９の方法。
【請求項３３】
　前記ハンドルを配向して、前記第２の頭部に結合された第２の治療アタッチメントを用
いて前記人間の皮膚の領域を治療する段階を更に含む請求項２９の方法。
【請求項３４】
　前記配向段階が、
　ブラシアタッチメントの複数の毛を人の毛髪又は皮膚の層に付加する段階と、
　ブラシアタッチメントを操作して前記人の毛髪又は皮膚の層に複数の毛でブラッシング
し、前記人間の皮膚の層の粒子の洗浄による落とし、及び前記人間の皮膚の層の研磨のう
ちの１つを行う段階と、
を含む請求項３３の方法。
【請求項３５】
　前記第１の治療アタッチメントを前記第１の頭部に取り外し可能に取り付ける段階と、
前記第２の前記治療アタッチメントを前記第２の頭部に取り外し可能に取り付ける段階と
のうちの１つを更に含む請求項３３の方法。



(5) JP 2008-512182 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

【請求項３６】
　前記第１の頭部から前記第１の治療アタッチメントを取り外す段階と、前記第１の頭部
に前記第２の治療アタッチメントを取り付ける段階との１つを更に含む請求項２９の方法
。
【請求項３７】
　前記操作段階の途中において、研磨組成物、洗浄液、ポリシング液のうちの１つを前記
人間の皮膚領域に付加する段階を更に含む請求項２９の方法。
【請求項３８】
　組成物又は溶液を付加する前記段階が、
　前記第１のブラシアタッチメントの研磨面又は複数のブラシ毛と前記人間の皮膚領域と
の間に前記組成物又は溶液を付加する段階と、
　前記第１の治療アタッチメントを用いて前記人間の皮膚の領域全体にわたって前記組成
物又は溶液を操作する段階と、
を含む請求項３７の方法。
【請求項３９】
　人の手で操作するのに好適であり且つ人の手で握るのに好適な寸法を有する第１の端部
と、
　治療気体の発生源に取り付けるアタッチメントと、
　前記人間の皮膚の局部に前記治療気体を付加するのに好適な寸法を有する少なくとも１
つの開口部と表面を有する第２の端部と、
　前記治療気体を前記アタッチメントから前記開口部に移動させることを可能にする少な
くとも１つの導管と、
を含む装置。
【請求項４０】
　前記第２の端部が、前記開口部の周りに複数の毛を有することを特徴とする請求項３９
の装置。
【請求項４１】
　前記第２の端部が、前記治療気体を前記人間の皮膚の局部に付加するのに好適な寸法を
有する表面を含む多孔性材料を有することを特徴とする請求項３９の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書で開示される実施形態は、全体として皮膚や身体の治療に関する。
【背景技術】
【０００２】
　顔の皮膚の若返りは、「ケミカルピール」と呼ばれる化学治療又は「レーザー外科療法
」と呼ばれるレーザー治療、及びエメリー研磨紙などを用いた機械主導の手法による剥脱
によって行われてきた。このような方法は、一般に、医学的管理を必要とし、治療中に有
害な副作用や痛みだけでなく不快感のリスクをある程度伴う。これらの方法は全て、治療
の間に長期の回復時間を要する。
【０００３】
　マイクロ皮膚剥離術（例えば、マイクロ剥脱、粒子スキンリサーフェシング）は、皮膚
の剥脱制御を行い皮膚の異常部分を改善し除去するスキンケアにおける技法である。典型
的なスパマイクロ皮膚剥離機械は、コンテナから出力管を通してハンドピースへコランダ
ム（酸化アルミニウム又はアルミナ）の結晶を引き出す真空ポンプコンプレッサからなる
。ハンドピースが皮膚に当てると、このハンドピースは、結晶が皮膚全体にわたって使用
済み結晶及び磨耗皮膚（例えば、剥脱皮膚等の磨耗皮膚）のための使い捨てコンテナに通
じた吸引管内に引き出される経路を生成する。吸引管内のフィルタは、真空ポンプの可動
部品を保護する。技術者は、被検者の皮膚全体にわたってハンドピースを操作して剥脱を
生じさせる。
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【０００４】
　多くの人々は、上述の顔の皮膚の若返りに加えて、顔、体肢、胴体、手、足、頭皮、毛
髪、爪、外皮、人体の他の部分を含む皮膚や身体の若返り、又は再生、或いは修正を行う
種々の治療を求めている。代表的な治療は、特に手や足に対する保湿治療、脱毛、胼胝の
低減又はコンディショニング（例えば、軟化）を含む。
【０００５】
　同じ参照符号が同じ構成要素を示す添付図面の各図において、種々の実施形態が限定で
はなく例証として示される。この本明細書における「或る」、「１つの」、「この」、「
他の」、「代替の」、或いは「種々の」実施形態に対する参照符号は、必ずしも同じ実施
形態に対するものではなく、少なくとも１つを意味する点に留意されたい。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下の段落では、１つの態様において、人間の皮膚と人体の身体部分の治療、美容上の
治療、温熱治療、冷却治療、光治療、酸素治療、若返り、洗浄、及び／又はポリシングに
用いることができる、組成物、デバイス、アタッチメントの実施形態を記載している。例
えば、本明細書で用いられるように、身体部分は、人の顔、首、体肢、胴体、手、足、肘
、膝、耳、頭皮、毛髪、爪、外皮、その他の身体部分を含む。
【０００７】
　１つの実施形態では、ベースと幾つかの研磨粒子を含む組成物が開示される。１つの実
施形態では、組成物は、人間の皮膚に付加するのに好適な保湿剤と多くの研磨粒子を含む
ベースを含む。好適な研磨粒子は、限定ではないが、酸化アルミニウム（例えば、コラン
ダム、アルミナ、Ａｌ2Ｏ3）、炭化ケイ素、炭化ケイ素コーティング粒子、酸化マグネシ
ウム（例えば、ＭｇＯ）、アルミナジルコニア、セラミック、プラスチック等の無機粒子
を含むとともに、さらに限定ではないがダイヤモンド、ガーネット、サファイア、ルビー
、エメラルド、トパーズを含む宝石等の無機粒子を含む。同様に研磨粒子は、硬度計で硬
度３よりも大きい天然素材粒子、軽石、軽石粉、パーライト、レティキュライト、テフラ
、リマ、ゼオライト、黒曜石、砂、他の火山岩、ガラス、金属、粒子を含んでもよい。同
様に、好適な研磨粒子は、メノウ、アレキサンドライト、アメジスト、アメトリン、紅柱
石、灰鉄ザクロ石、リン灰石、アクアマリン、斧石、二色トルマリン、ビクスバイト、玉
髄、クロムトルマリン、クリソベリル、クリソベリルキャツアイ、珪クリソコーラクォー
ツ、緑玉髄、斜ヒューム石、変色ガーネット、変色サファイア、ダンブリ石、翠ざくろ石
、ダイヤモンド、恐竜骨、翠銅鉱、エメラルド、頑火輝石、緑簾石、珪線石、ファイア・
アゲート、ホタル石、淡水真珠、ガーネット、灰礬ざくろ石、菱亜鉛鉱、黄ざくろ石、ベ
スビアナイト、象眼細工、アイオライト、コーネルピン、クンツァイト、藍晶石、ラピス
、マラカイト、マライアガーネット、マリガーネット、マウシッシ、月長石、モルガナイ
ト、ソーダフッ石、オパール、ペリドット、ペツォッタ石、フェナカイト、ぶどう石、石
英、ロードライト、ルベライト、ルビー、サファイア、サファーリン、柱石、溶融シリカ
、スペサルタイト、閃亜鉛鉱、スフェーン、尖晶石、スターサファイア、ターフェ石、タ
ンザナイト、トパーズ、トルマリン、ツァボライト、トルコ石、ジルコンを含む１つ又は
それ以上の宝石の原石を含むことができる。更に、組成物の実施形態は、研磨粒子の１つ
又はそれ以上のタイプを有することができる。
【０００８】
　１つの実施形態では、研磨粒子は結晶性形状である。典型的には、研磨粒子は、およそ
３４ミクロン（μｍ）から５５６μｍ（３２０から３０グリット）の平均粒径を有する微
結晶である。同様に微結晶の平均粒径は、おおよそ、約４２μｍから約１９８μｍ（２８
０から６０グリット）とすることができる。典型的には、微結晶の平均粒径は、胼胝軟化
用ではおおよそ約６０グリットから約８０グリットまでとすることができる。１つの実施
形態では、平均粒径は、４０μｍ、５０μｍ、６０μｍ、７０μｍ、８０μｍ、９０μｍ
、１００μｍ、１１０μｍ、又は１２０μｍの平均粒径を有するなどにより１２５μｍよ
りも小さい。同様に、平均粒径は、３２０グリットから３０グリットのグリットサイズと
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することができる。
【０００９】
　組成物内の粒子の研磨の性質は、皮膚に擦り込まれたときに、人間の皮膚の領域の概観
や感触を改善し皮膚の異常を取り除くための若返り剤（例えば、エクスフォリエーター）
として好適な組成物となる。組成物内に分散される研磨粒子は、皮膚の外層（表皮）を除
去して皮膚の下層を露出させる傾向がある。１つの実施形態では、粒子は、皮膚の表面を
滑らかに研磨する。同様に粒子は、上述のように人体の身体部分を治療するのに用いるこ
とができることが企図される。
【００１０】
　研磨粒子は、以下に記載されるアプリケータアタッチメント、多孔性アタッチメント、
酸素化アタッチメント、又はブラシアタッチメント等のアプリケータ又はブラシを用いて
付加することができ、研磨することができると考えられる。例えば、組成物を皮膚に付加
し、次いで皮膚に擦り込むなどにより治療アタッチメント又はアプリケータを用いて皮膚
全体にわたって移動させて、該組成物を皮膚に入り込ませるようにすることができる。或
いは、組成物を治療アタッチメント又はアプリケータに付加し、治療アタッチメント又は
アプリケータを用いて皮膚に付加して皮膚全体にわたって移動させて皮膚に擦り込むこと
もできる。具体的には、このような治療アタッチメントは、本明細書に記載されたように
治療デバイスすなわちツールに取り付けることができる。例えば、治療デバイスのハンド
ルを操作し、治療アタッチメントを動かして、治療デバイスに取り付けられた治療アタッ
チメントの表面又は針毛部が研磨粒子によって人間の皮膚と身体部分の領域を研磨（例え
ば、皮膚身体部分の細胞の除去、剥脱又は磨耗）することができるようにする。同様に、
研磨粒子を含む組成物は、ブラシアタッチメントの針毛部（例えば、接着剤でこれらの針
毛部に取り付けられているなどによる）の内部、表面上、その一部として、或いは先端部
にアプリケータ、酸素化アタッチメント、又は多孔性アタッチメント（例えば、接着剤で
その表面に取り付けられていることになどによる）の表面上にある粉体、液体（例えば基
礎液に懸濁されるなどによる）、洗浄液、研磨液等の物質の一部とすることができる。例
えば、治療アタッチメントは、研磨粒子を有する粉体、液体、組成物、又は溶液中に浸漬
させられる。
【００１１】
　更に実施形態によれば、人間の皮膚を洗浄するための洗浄剤を含む洗浄組成物又は溶液
が開示される。好適な洗浄剤は、限定ではないが、人の顔や首用等の収斂剤、アルコール
、ウィッチヘーゼル、石鹸、グリース又はオイル落とし溶液、シャンプー、食器用洗剤、
液体石鹸、メイク落とし剤、及び／又は他の皮膚洗浄剤を含む。例えば、洗浄液中の洗浄
剤は、洗浄液中に溶解することができ、或いは溶解しなくともよい。同様に洗浄液中の研
磨粒子は、その洗浄液中に溶解しなくてもよいと理解することができる。更に、洗浄液の
実施形態は、洗浄剤の１つ又はそれ以上のタイプを有することができる。幾つかの実施形
態では、洗浄液は、洗浄剤に加えてその洗浄液中に懸濁された研磨粒子を有する。好適な
粒径は、一部は洗浄組成物の粘度によって決定付けることができる。同様に洗浄組成物又
は溶液を用いて、人体の身体部分を治療することができることが企図される。
【００１２】
　洗浄組成物中の洗浄剤の洗浄性質は、皮膚又は身体部分の領域又は層を洗浄するのに好
適な組成物となるものである。洗浄組成物は、人間の皮膚の領域の概観や感触を改善し、
皮膚の層又は領域から汚れや、遊離した細胞、剥脱細胞を除去するのに用いることができ
る。従って、洗浄液は、皮膚の外層（表皮）を洗浄して皮膚の汚れのない下層を露出する
ようにする傾向がある。皮膚が洗浄液を付加する前に剥脱されている場合には、洗浄液を
使用することにより、剥離皮膚細胞、研磨粒子、汚れ、その他の物質の外層を洗浄し、こ
れらの物質の量が少ない皮膚の下層を露出させることがある。
【００１３】
　洗浄液は、研磨性針毛又は軟質ブラシ等のブラシを用いて付加し、洗浄することができ
ると考えられる。具体的には、洗浄液を用いて付加し洗浄するブラシは、本明細書に記載
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されたような治療デバイスすなわちツールに取り付けられたブラシアタッチメント、酸素
化アタッチメント、又は多孔性アタッチメントとすることができる。例えば、治療デバイ
スのハンドルを操作し、ブラシアタッチメント、酸素化アタッチメント、又は多孔性アタ
ッチメントを動かして、ブラシ又は他のアタッチメント表面が、洗浄液で人間の皮膚の領
域を研磨し、洗浄し、ポリシングする（例えば、剥脱後に剥脱又は研磨された皮膚粒子を
除去し、皮膚の領域を洗浄及び／又は研磨するなど）ことができる。具体的には洗浄剤は
、研磨粒子について上述したように、種々の物質の一部とすることができ、直接又は治療
アタッチメントを介して皮膚や身体の部分に付加することができる。
【００１４】
　同様に実施形態によれば、人間の皮膚をポリシングするためのポリシング剤を含むポリ
シング液又は化合物が開示される。好適なポリシング剤は、限定ではないが、人の顔や首
用等のローション、収斂剤、アルコール、ウィッチヘーゼル、上述の研磨粒子及び／又は
他の皮膚ポリシング剤を含む。好適なポリシング剤は、研磨粒子を含んでも、含まなくて
もよい。更に、ポリシング液の実施形態は、ポリシング剤の１つ又はそれ以上のタイプを
有してもよい。同様にポリシング液は、人体の身体部分を治療するのに用いることができ
ることも企図される。
【００１５】
　ポリシング液中のポリシング剤のポリシング特性は、皮膚又は他の身体部分の領域或い
は層をポリシングするのに好適な組成物となるものである。ポリシング液は、人間の皮膚
の領域の概観や感触を改善し、皮膚の層或いは領域の研磨された細胞又は他の皮膚細胞を
ポリシングするのに用いることができる。従って、ポリシング液は、皮膚の外層（表皮）
をポリシングし、層を滑らかで光沢があるようにする傾向がある。
【００１６】
　ポリシング液は、軟質の毛を有するブラシ等のブラシを用いて付加しポリシングするこ
とができる。具体的には、ポリシング液を用いて付加しポリシングするブラシは、本明細
書に記載されたように治療デバイスすなわちツールに取り付けられたブラシアタッチメン
ト、酸素化アタッチメント、又は多孔性アタッチメントとすることができる。例えば、治
療デバイスのハンドルを操作し、ブラシアタッチメント、酸素化アタッチメント、又は多
孔性アタッチメントを動かして、ブラシ又はアタッチメント表面がポリシング液で人間の
皮膚の領域を研磨ポリシングすることができる（例えば、上述のように洗浄後に皮膚の洗
浄領域を滑らかにするなど）。具体的には、洗浄剤は、研磨粒子について上述したように
種々の物質の一部とし、直接又は治療アタッチメントを介して皮膚又は身体部分に付加す
ることができる。
【００１７】
　実施形態によれば、上記の特定の治療に加えて、上述のような皮膚や身体の部分は、皮
膚や身体の部分に酸素の適用、光の照射、冷気を放射、又は熱を放射することによって治
療することができる。従って、これらの若返り、酸素化、ライティング、加熱、洗浄、及
び／又はポリシング治療の１つ又はそれ以上（例えば一連の）を用いて、治療を受ける皮
膚や身体の部分を改善することができる。このような改善は、細い線、しわ、皮膚線条、
アクネ、大きな毛穴、衰えた皮膚、非炎症性アクネ、アクネの跡、手術の痕、起伏のある
すなわち粗い感触の皮膚、染み、赤く炎症を起こした皮膚状態、火傷、外傷、擦過傷、太
陽で痛んだ皮膚の外観の改善を含む。更に、このような治療は、皮膚を柔らかく、皮膚を
柔らかくし、皮膚を滑らかするための皮膚の若返り、洗浄、及び／又はポリシングを含む
。例えば、１つ又はそれ以上の治療は、皮膚の概観や感触を改善するとともに、粗さ、凹
凸のあるパッチ、硬化した皮膚を軽減するように皮膚や身体の部分を治療するのに用いら
れる。
【００１８】
　１つの実施形態では、ツール又はデバイスは、皮膚及び／又は身体部分と接触するのに
好適な携帯用装置とすることができ、該装置は、１つの可動頭部に取り外し可能に取り付
けられたアプリケータアタッチメントと、別の可動頭部に取り外し可能に取り付けられた
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ブラシアタッチメントとを有する。アプリケータアタッチメントやブラシアタッチメント
は、顔、首、毛髪、外皮、爪、頭皮、体肢、胴体、手や足の領域等の身体部分及び／又は
人間の皮膚の局部と接触するのに好適な寸法を有する。例えば、アプリケータアタッチメ
ントやブラシアタッチメントは、人の顔や、首、背中、胸等のアクネ及び／又はアクネの
跡を治療するのに用いることができる。
【００１９】
　図１は、２つの頭部を有する装置の１つの実施形態の概略平面図である。図２は、図１
の装置の概略側面図である。図１、図２に示す例を参照すると、装置１００は、ハンドル
部分１３０と頭部１２０と頭部１４０を有するデバイスすなわちツール１１０を含む。頭
部１２０、１４０は、実施形態では互いに反対側にある。治療アタッチメントは、図４－
１２に関して以下に更に説明されるように、頭部１２０と頭部１４０に取り外し可能に取
り付けることができる。
【００２０】
　実施形態によれば、頭部１２０、１４０と同様に３つ又は４つの頭部を有するデバイス
すなわちツール等、１つから４つの頭部があってもよい。従って、３つの頭部を有するデ
バイスでは、ハンドルの縦軸に沿って見下ろすデバイスの上からの図は、頭部の三角形配
置又は配向を示すことになる。同様に４つの頭部を有するデバイスでは、ハンドルの縦軸
に沿って見下ろすデバイスの上からの図は、頭部の四角形配置又は配向を示すことになる
。更に、１つから４つの頭部を有するデバイスの各頭部は、頭部１２０、この頭部１２０
に取り付ける治療アタッチメントについて本明細書で説明されたような１つの頭部とする
ことができ、この頭部に取り付けられた治療アタッチメントを有することができる。
【００２１】
　例えば図１及び図２に示すように、頭部１２０は、外側側壁１２５、外側面１２６、第
１の端部１２２を有し、ここに人間の皮膚又は身体部分の領域を治療するために治療アタ
ッチメントを取り付けることができる。加えて、外側側壁１２５は、頭部１２０上に取り
付けることになる治療アタッチメントの隆起部によって係合される陥凹部などの陥凹部１
２７、１２８と共に示されている（例えば、下記又は図６－７に記載されている）。
【００２２】
　同様に図１及び図２に示すように、頭部１４０は、外側側壁１４５、外側面１４６、第
１の端部１４２を有し、ここに人間の皮膚又は身体部分の領域を治療する治療アタッチメ
ントを取り付けることができる。加えて、外側側壁１４５は、頭部１４０上に取り付けら
れることになる治療アタッチメントの隆起部によって係合される陥凹部などの陥凹部１４
７と共に示されている（例えば、同様に下記又は図６－７に記載されている）。従って、
デバイスすなわちツール１１０は、頭部１２０に取り付けられた治療デバイスを用いるよ
うに位置付け、配向し、又は再配向し、次いで、頭部１４０に取り付けられた治療デバイ
スを用いるように位置付け、配向し、又は再配向することができ、逆もまた同じである。
【００２３】
　従って、実施形態によれば、頭部１４０、外側側壁１２５、外側面１４６、第１の端部
１４２、陥凹部１４７、これらの特徴と機能は、本明細書に記載された同じ構造体の頭部
１２０、外側側壁１２５、外側面１２６、第１の端部１２２、陥凹部１２７、これらの特
徴と機能に対応する。具体的には、これらの特徴は、他の頭部上のこれらの対応する特徴
と同じサイズとすることができる。従って、治療デバイスは、頭部１２０や頭部１４０に
取り付け、これらから取り外し、更に、これらの間（例えば、頭部１２０や頭部１４０上
で交換可能に取り付けられるなどによる）で切り替えることができる。
【００２４】
　別の実施形態では、頭部１２０は、治療アタッチメントのあるサブセットだけが取り付
けられるように、頭部１４０とは異なるアタッチメント機構を有する。例えばブラシアタ
ッチメント又は研磨アプリケータパッドアタッチメントは、頭部１４０でなく頭部１２０
と適切に嵌合することができるが、スポンジアプリケータアタッチメントは、頭部１２０
でなく頭部１４０と適切に嵌合することができる。



(10) JP 2008-512182 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

【００２５】
　デバイスすなわちツール１１０は、そのデバイスすなわちツール１１０が、頭部１２０
及び／又は頭部１４０等のデバイスすなわちツール１１０の一部を振動或いは移動させる
デバイスのような可動部分を含むので、動的デバイスすなわちツールとすることができる
。動的デバイスすなわちツールは、電池等の固定又は可動の内部電源、或いは壁コンセン
トに接続されるコード等の外部電源によって給電することができる。更に、デバイスすな
わちツール１１０は、直流（「ＤＣ」）電池又は交流（「ＡＣ」）電源によって給電する
ことができる。加えて、デバイスすなわちツール１１０の電源又は電池は、図４Ａ及び図
４Ｂに関して以下に更に説明されるように充電器によって充電することができる。同様に
動的デバイスすなわちツールは、バネ及びプルコード、ゴムバンド、又はバネを巻くため
の巻き取り機を含む機械的電源等の内部電源によって給電することができる。
【００２６】
　ハンドル部分１３０は、人の手によって操作することができ、人の手で握るのに好適で
あり、例えば、成人の人の手の少なくとも１つの指が同じ手の親指と接触するようにハン
ドル部分１３０の周りに延びている。このようにして、デバイスすなわちツール１１０は
、人の手の中で操作することができるようなサイズである。１つの実施形態では、ハンド
ル部分１３０は、電池（例えば、１つ又はそれ以上のＡＡ電池、又はニッケル水素電池）
等の取り外し可能／交換可能電源、ＡＣ電源に結合するための任意選択の回路構成、さら
にモータ（例えばＤＣ）駆動装置を作動させる回路構成を内部容積内に収納するように少
なくとも動的デバイス用に適合される。１つの実施形態では、ハンドル部分１３０と頭部
１４０を含むデバイスすなわちツール１１０は、プラスチックケーシングから形成される
。別の実施形態では、ケーシングは、金属、木材、複合材、プラスチック、又はゴムとす
ることができる。
【００２７】
　図３は、図２の線Ａ－Ａを通るデバイスすなわちツール１１０の実施形態の概略断面図
を示し、具体的にはこの実施形態では、デバイスすなわちツール１１０の頭部１２０、１
４０を振動させる機構を含む動的デバイスを示す。この実施形態では、デバイスすなわち
ツール１１０は、取り外し可能電源を収容する内部チャンバ２５１を有するハンドル部分
１３０を含む。一例では、電源は、ハンドル部分１３０の内部チャンバ２５１内に取り付
けられる２つのＡＡ電池である。導体２５３、２５４の位置は、内部チャンバ２５１の端
部を定める。リード線２５６、２５８は、導体２５３、２５４にそれぞれ接続され、モー
タ２６０との間を通電する。リード線２５６は、モータ２６０の作動を制御するスイッチ
２７５を含む回路基板２７０に結合される。スイッチ２７５は、モータ２６０を複数の速
度又は真速度で作動させるための２位置スイッチ（ＯＮ／ＯＦＦ）又は複数位置スイッチ
とすることができる。
【００２８】
　モータ２６０は、この例ではデバイスすなわちツール１１０の頭部１２０、１４０の内
部２８１に位置決めされ、モータ２６０の１つの端部から延びるシャフト２６２を含む。
シャフト２６２は、モータ２６０が作動すると共に回転させられる（図示のように）。モ
ータ２６０及び／又は運動発生器は、頭部１２０と１４０との間の中間点に向かってハン
ドル１３０から縦軸に沿って引いた矢印に対して横向き、縦方向、上向き、又は下向き等
の種々の配向でデバイスすなわちツール１１０内に設置できることが企図される。
【００２９】
　モータ２６０のシャフト２６２の端部には、偏心質量体２６４が接続される。この実施
形態では、偏心質量体２６４は、軸位置でシャフト２６２に結合された半円筒体である。
このようにして偏心質量体２６４が回転すると、その形状は、デバイスすなわちツール１
１０の頭部１２０、１４０内の周期的運動を発生し、振動を生成する。
【００３０】
　モータ２６０と偏心質量体２６４は、第１の頭部又は第２の頭部で移動するように設計
することができる。例えばデバイスすなわちツール１１０は、一度で頭部１２０又は頭部
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１４０のいずれかの移動を選択するために運動選択スイッチ２８５を含んでもよい。同様
に、スイッチ２８５は、一度で頭部１２０と頭部１４０の両方を移動させる選択肢を含む
ことも企図される。或いは、デバイスすなわちツール１１０は、運動選択スイッチ２８５
を含まず、頭部１２０と頭部１４０の両方を同時に移動させることができる。
【００３１】
　更に、デバイスすなわちツール１１０は、モータ２６０、偏心質量体２６４ではなく、
頭部１２０及び／又は頭部１４０を介して音波及び／又は超音波を伝播する音波発生器の
ようなモータなしの運動発生器を含むことができることも企図される。このような音波発
生器は、上述のように内部、外部、再充電可能、機械的及び／又は電気的出力源によって
給電することができる。
【００３２】
　同様に、デバイスすなわちツール１１０は、頭部１２０及び／又は頭部１４０をスピン
させる運動発生器を含むことができることも企図される。同様に運動発生器は、一方向で
頭部を部分的回転、完全回転、又は複数回転スピンさせ、次いで反対方向で頭部を部分的
回転、完全回転、又は複数回転逆スピンさせるなどによって、頭部の一方又は両方を正逆
方向にスピンさせることができる。第１の方向の回転は、反対方向の逆回転の量に対して
より多く、より少なく、又は等しくすることができる。このようなスピン運動発生器は、
モータ２６０を含み、頭部１２０と頭部１４０、又は両方の動作を選択するスイッチ２８
５を含むことができる。同様に、モータに印加された交流のポーリングが急激に変化する
場合のように、モータは周期的運動を発生させることができると企図される。このような
運動は、一般には、振動運動の広義のカテゴリーに含まれる。本明細書で説明されたよう
に頭部及び／又は治療アタッチメントの運動は、一方向のスピン、正方向のスピン、逆方
向のスピンを含むことができる。更に、頭部及び／又は治療アタッチメントは、デバイス
すなわちツール１１０の音波、超音波、周期的振動、又は振動運動発生器によって運動す
ることができ、或いは皮膚又は身体部分に対してハンドル部分１３０の操作、周期的振動
、振動、もしくは頭部又は治療アタッチメントの運動を手動で起こすことによって運動す
ることができる。
【００３３】
　デバイスすなわちツール１１０に加えて、図１－３に示す装置１００の実施形態は、頭
部１２０及び／又は頭部１４０に取り付けられた治療アタッチメントを含む。例えば、図
４Ａ及び図４Ｂは、一方の頭部に結合されたアプリケータアタッチメントと他方の頭部に
結合されたブラシアタッチメントとを有する、図１及び図２の装置の概略側面斜視図であ
る。図４Ａ及び図４Ｂは、頭部１２０に取り付けられたアプリケータアタッチメント２０
０を示す。アプリケータアタッチメント２００はパッド２２０を含む。パッド２２０は、
人間の皮膚又は身体部分の局部と接触するのに好適な寸法を有する。１つの実施形態では
、パッド２２０は、接着剤によって取り付けられた、グリットサイズが３２０グリットか
ら３０グリットの上述のような研磨粒子を有する金属、プラスチック、ゴム、又は接着剤
の表面等の研磨面を含む。例えば、パッド２２０は、酸化アルミニウム（例えば、コラン
ダム、アルミナ、Ａｌ２Ｏ３）、炭化ケイ素、炭化ケイ素コーティング粒子、酸化マグネ
シウム（例えば、ＭｇＯ）、アルミナジルコニア、セラミック、プラスチックの無機粒子
を有し、また、限定ではないが、ダイヤモンド、ガーネット、サファイア、ルビー、エメ
ラルド、トパーズを含む宝石等の無機粒子を含む研磨面を有する。加えて、研磨面は、硬
度計で硬度３よりも大きい天然素材粒子、軽石、軽石粉、パーライト、レティキュライト
、テフラ、リマ、ゼオライト、黒曜石、砂、他の火山岩、ガラス、金属、粒子を含むこと
ができる。このような研磨面は、ほぼ平坦な面に取り付けられた複数の研磨粒子を含むこ
とができる。例えば、好適な研磨粒子は、メノウ、アレキサンドライト、アメジスト、ア
メトリン、紅柱石、灰鉄ザクロ石、リン灰石、アクアマリン、斧石、二色トルマリン、ビ
クスバイト、玉髄、クロムトルマリン、クリソベリル、クリソベリルキャツアイ、珪クリ
ソコーラクォーツ、緑玉髄、斜ヒューム石、変色ガーネット、変色サファイア、ダンブリ
石、翠ざくろ石、ダイヤモンド、恐竜骨、翠銅鉱、エメラルド、頑火輝石、緑簾石、珪線
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石、ファイア・アゲート、ホタル石、淡水真珠、ガーネット、灰礬ざくろ石、菱亜鉛鉱、
黄ざくろ石、ベスビアナイト、象眼細工、アイオライト、コーネルピン、クンツァイト、
藍晶石、ラピス、マラカイト、マライアガーネット、マリガーネット、マウシッシ、月長
石、モルガナイト、ソーダフッ石、オパール、ペリドット、ペツォッタ石、フェナカイト
、ぶどう石、石英、ロードライト、ルベライト、ルビー、サファイア、サファーリン、柱
石、溶融シリカ、スペサルタイト、閃亜鉛鉱、スフェーン、尖晶石、スターサファイア、
ターフェ石、タンザナイト、トパーズ、トルマリン、ツァボライト、トルコ石、ジルコン
を含む１つ又はそれ以上の宝石の原石を含むことができる。
【００３４】
　パッド２２０は、望ましい幾何学形状を有するように形成することができる。例えば、
図４Ａ及び４Ｂに示す実施形態では、パッド２２０は、アクネ、大きな毛穴、衰えた皮膚
、及び／又は皮膚上のアクネの跡を治療するためなど、人の顔や首に対する美容治療や若
返り治療に好適である。パッド２２０とアプリケータアタッチメント２００はまた、顔や
首の他に皮膚又は身体部分の領域上での使用（例えば、人の毛髪、爪、外皮、頭皮、手、
足、体肢、胴体上での使用など）に好適であることは理解できるであろう。従ってこの実
施形態では、パッド２２０は、図４Ａ及び図４Ｂに示す略三角形などの多角形の幾何学形
状を有する。三角形状では、表面の一部（例えば、研磨外面）が皮膚（例えば鼻の底部）
と接触したまま、表面間又は陥凹部（例えば、鼻と頬の間など）でパッド２２０を操作す
ることが可能になる。１つの実施形態では、三角形パッド２２０の各側面２３５は、およ
そ約１．５インチから４インチ（３．５ｃｍから１０ｃｍ）の長さを有する。１つの実施
形態では、パッド２２０の各コーナ２３０は鈍くされ、例えばコーナまでの距離は、およ
そ０．０１インチから０．６７インチ（０．０２５ｍｍから１７ｍｍ）に減少させる。
【００３５】
　図４Ａ及び図４Ｂに示す実施形態では、パッド２２０は、研磨面を含む外面部分２５５
（向かって上面）を含む。パッド２２０はまた、その一部が研磨面を囲む境界部２５０を
含むボディ２６５を含む。境界部２５０は、丸いエッジを有する、滑らかで場合によって
は変形可能な表面を含むことができる。
【００３６】
　実施形態によれば、パッド２２０は、側面２３５等の複数の側面、コーナ２３０等の複
数のコーナ、境界部２５０等の境界部を有することができる。パッド２２０はまた、涙滴
形、或いは複数の楕円形コーナを有し、各コーナは、楕円形のコーナが多角形の２つの側
面から偏位した２つの点と、頂点とを有する多角形を含む、種々の形状とすることができ
る。更にこれらの点の各々は、多角形の２つの側面が交わり頂点を形成する地点から０．
０６２インチ（１．５ｍｍ）から０．６７インチ（１７ｍｍ）の範囲内に置くことができ
る。同様に、多角形のコーナの丸みが始まる丸いコーナの幅は、幅０．０６２インチ（１
．５ｍｍ）から０．６７インチ（１７ｍｍ）の範囲内にある研磨面形状が考えられる。
【００３７】
　例えば、図４Ａ及び図４Ｂに示す例では、略三角形のパッド２２０は、３つの辺長と３
つの丸いコーナとを有し、各コーナは、三角形の２つの辺長に沿って始まる曲率を有する
楕円形を含み、この曲率は、２つの辺長が延びた場合に頂点を形成することになる場所か
ら、０．１インチ（２．５ｍｍ）から０．６７インチ（１７ｍｍ）の範囲内で始まる。
【００３８】
　アプリケータアタッチメント２００はまた、例えばアプリケータ２００の外面とキャッ
プ構成部品との間に緩衝層２６１を有するパッド２２０を含む（以下で説明される）。図
２に示す実施形態では、パッド２２０は、外面部分２５５（研磨面及び裏打ちなど）と緩
衝層２６１を含み、さらには外面部分２５５と緩衝層２６１用のフレーム及び／又は支持
体として機能するボディ２６５を含む。図示のように、ボディ２６５は、境界部２５０を
含む（上記で説明済み）。
【００３９】
　図４Ａ及び図４Ｂはまた、頭部１４０に取り付けられたブラシアタッチメント３００を
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示す。ブラシアタッチメント３００は、毛髪、プラスチック、ナイロン、ポリマー、金属
、複合体、ポリウレタン、ラテックス、ゴム、樹脂等の１つ又はそれ以上の天然及び／又
は合成材料で作られるかこれらを含む研磨毛などの針毛部３２０を含む。針毛部３２０は
、人間の皮膚又は身体部分の局部に接触し或いは付加（例えば、アクネ、大きな毛穴、衰
えた皮膚、及び／又はアクネの跡を治療するためなど）されるのに好適な寸法を有する。
１つの実施形態では、針毛部３２０は、研磨毛で人間の皮膚の研磨領域をブラッシングし
て剥脱した又は部分的に研磨された皮膚粒子を除去するためのブラシを形成する。別の実
施形態では、針毛部３２０は、軟質の毛で人間の皮膚の摩耗領域をブラッシングして人間
の皮膚の領域をポリシング又は洗浄するためのブラシを形成する。針毛部３２０はまた、
人間の皮膚の領域を治療するための研磨毛、摩耗防止毛、軟質毛、ポリシング毛、洗浄毛
、及び／又は他の好適な毛の組合せを含むことができる。具体的には、針毛部３２０は、
皮膚や身体の部分を治療するのに好適な毛の内部、上、その一部、及び／又は頂部に研磨
粒子を有することができる。同様に針毛部３２０は、毛の繊維又は材料内に埋め込まれ、
或いは毛の外部軸部に接着された酸化アルミニウム等の研磨粒子を有することができる。
好適な研磨粒子は、酸化アルミニウム（例えば、コランダム、アルミナ、Ａｌ2Ｏ3）、炭
化ケイ素、炭化ケイ素コーティング粒子、酸化マグネシウム（例えば、ＭｇＯ）、アルミ
ナジルコニア、セラミック、プラスチック等の無機粒子を含むとともに、限定ではないが
、ダイヤモンド、ガーネット、サファイア、ルビー、エメラルド、トパーズを含む宝石等
の無機粒子を含む。加えて、研磨粒子は、硬度計で硬度３よりも大きい天然素材粒子、軽
石、軽石粉、パーライト、レティキュライト、テフラ、リマ、ゼオライト、黒曜石、砂、
他の火山岩、ガラス、金属、粒子を含むことができる。更に、好適な研磨粒子は、メノウ
、アレキサンドライト、アメジスト、アメトリン、紅柱石、灰鉄ザクロ石、リン灰石、ア
クアマリン、斧石、二色トルマリン、ビクスバイト、玉髄、クロムトルマリン、クリソベ
リル、クリソベリルキャツアイ、珪クリソコーラクォーツ、緑玉髄、斜ヒューム石、変色
ガーネット、変色サファイア、ダンブリ石、翠ざくろ石、ダイヤモンド、恐竜骨、翠銅鉱
、エメラルド、頑火輝石、緑簾石、珪線石、ファイア・アゲート、ホタル石、淡水真珠、
ガーネット、灰礬ざくろ石、菱亜鉛鉱、黄ざくろ石、ベスビアナイト、象眼細工、アイオ
ライト、コーネルピン、クンツァイト、藍晶石、ラピス、マラカイト、マライアガーネッ
ト、マリガーネット、マウシッシ、月長石、モルガナイト、ソーダフッ石、オパール、ペ
リドット、ペツォッタ石、フェナカイト、ぶどう石、石英、ロードライト、ルベライト、
ルビー、サファイア、サファーリン、柱石、溶融シリカ、スペサルタイト、閃亜鉛鉱、ス
フェーン、尖晶石、スターサファイア、ターフェ石、タンザナイト、トパーズ、トルマリ
ン、ツァボライト、トルコ石、ジルコンを含む１つ又はそれ以上の宝石の原石を含むこと
ができる。針毛部３２０は、０．０００１インチから０．０１５０インチ（約０．００２
５４～０．３８１ｍｍ）までの厚さの毛を各々が有する幾つかの毛とすることができる。
【００４０】
　実施形態によれば、針毛部３２０は、上述のように洗浄液又はポリシング液を付加する
のに用いることができる。具体的には、針毛部３２０は、身体部分、皮膚の領域、又は皮
膚の層に洗浄液を付加し、及び／又は洗浄液で洗浄することができる。更に針毛部３２０
は、身体部分、皮膚の領域、又は皮膚の層にポリシング液を付加し、及び／又は洗浄液で
ポリシングすることができる。針毛部３２０は、同時に又は別個の時期に（例えば、同じ
或いは異なる身体部分、皮膚の領域又は層など）洗浄液及びポリシング液の両方を付加す
るのに用いてもよいことは理解することができる。
【００４１】
　針毛部３２０（例えば、上述の異なるタイプの毛の集合、又は上述の個々のタイプの毛
のグループとして）は、ブラシアタッチメント３００が上に取り付けられる頭部とブラシ
アタッチメント３００の中心を通って延びる軸に対して多角形、湾曲形、或いは円形の断
面を含む種々の形状を有するなどによる、所望の幾何学形状を有するように形成すること
ができる。例えば、図４Ａ及び図４Ｂに示す実施形態では、針毛部３２０は、美容上の治
療、若返り、洗浄、及び／又はポリシング治療（例えば、剥脱又は研磨された皮膚の除去
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或いは洗浄、及び／又は人の顔や首のアクネ、大きな毛穴、衰えた皮膚、アクネの跡の治
療を含む治療など）に好適である。更に針毛部３２０は、洗浄又は研磨された皮膚又は身
体部分をポリシングするのに用いることができる。針毛部３２０、ブラシアタッチメント
３００はまた、顔や首の他に皮膚又は身体部分の領域上での使用（例えば、人の毛髪、爪
、外皮、頭皮、手、足、体肢、胴体での使用など）に好適であることは理解される。従っ
て、この実施形態では、ブラシアタッチメント３００の全ての毛のグループとしての針毛
部３２０は、図４Ａ及び図４Ｂに示す略六角形又は三角形等の多角形の幾何学形状を有す
る。六角形では、毛のブラッシング端部の一部（例えば、複数の毛の研磨毛端部）が皮膚
（例えば、鼻と頬の底部で）と接触したまま、指及び／又はつま先の間で針毛部３２０を
操作することが可能になる。１つの実施形態では、六角針毛部３２０の各側面３３５は、
およそ約０．２５インチから３インチ（約６．３５～７６．２ｍｍ）の長さを有する。別
の実施形態では、針毛部３２０の各コーナ３３０は鈍くされ、例えばコーナまでの距離は
、およそ約０．０１インチから０．６７インチ（約０．２５４～１７．０２ｍｍ）まで減
少される。
【００４２】
　図４Ａ及び図４Ｂに示す実施形態では、針毛部３２０は、複数の毛の幾つかの研磨毛端
部を含むブラッシング端部３５５（向かって上面）を含む。針毛部３２０はまた、その一
部が針毛部３２０を囲む境界部３５０を含むボディ３６５を含む。境界部３５０は、丸い
エッジを有する、滑らかで場合によっては変形可能な表面を含むことができる。
【００４３】
　アプリケータアタッチメントと同様に、針毛部３２０は、側面３３５等の複数の側面、
コーナ３３０等の複数のコーナ、境界部３５０等の境界を有することができる。針毛部３
２０は、複数の楕円形コーナを含む多角形を有することができ、各コーナは、各コーナは
、楕円形のコーナが多角形の２つの側面から偏位した２つの点と、頂点とを有する。
【００４４】
　アプリケータアタッチメント２００、ブラシアタッチメント３００に加えて治療アタッ
チメントは、頭部１２０と頭部１４０に取り外し可能又は恒久的に取り付けることができ
る点が企図される。例えば、このような他の治療アタッチメントは、以下に記載されてい
るようなクリーム、液体、及び／又は研磨粒子を付加するためのアプリケータ、スポンジ
アプリケータ、多孔性質量体アタッチメント、研磨毛なしのブラシアタッチメント、毛の
繊維内又は毛の先端内に埋め込まれ、或いは毛の外側軸部に接着された研磨毛付のブラシ
アタッチメント、軟質パッド緩衝体、多孔性アタッチメント、酸素化アタッチメント７０
０、多孔性アタッチメント１０００（例えば、酸素化アタッチメントが取り付けられるデ
バイスすなわちツールの外部もしくは内部にある酸素源等の、酸素シリンダー、酸素キャ
ニスタ、１平方インチ当たり最大４，０００ポンド（ＰＳＩ）の圧力の酸素ガスを含む酸
素タンク、酸素発生器、酸素製造ユニット或いはカートリッジとすることができる酸素源
から気体を受け取るためのアタッチメントなど、同様に図８－１１を参照のこと）、加熱
ユニットアタッチメント、冷却ユニットアタッチメント、光源アタッチメント、スポンジ
パッドアタッチメントを含む。実施形態によれば、図８－図１１に対して以下に更に説明
されるように、頭部のいずれか又は両方は、皮膚や身体の部分を治療アタッチメント（例
えば、酸素化アタッチメント７００、多孔性アタッチメント１０００など）で治療するな
どの間に、酸素及び／又は他の気体又は液体が、頭部の下から該頭部に取り付けられた治
療アタッチメントに移行するのを可能にする開口部を含むことができる。
【００４５】
　同様に実施形態によれば、ハンドル部分１３０は、充電器４１０によって受けられて直
立するように設計又は適合させることができる。例えば充電器４１０、ハンドル部分１３
０は、電池等のハンドル部分１３０内の電源を充電又は放電することができるように電気
的接続を形成するのに十分な接点を有することができる。従って、充電器４１０は、ＡＣ
電源に接続し、該ＡＣ電源をハンドル部分１３０内の電源を充電するのに適切な電源（例
えば、低電圧のＤＣ電源など）に変換するための回路構成を含むことができる。例えば、
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充電器４１０は、壁コンセントなどからＡＣの１１０又は２２０ボルト電源に接続するよ
うに適合させることができる。充電器４１０は、プラスチックケーシング、金属、或いは
、デバイスすなわちツール１１０或いはこれらの一部を形成するよう本明細書で言及した
他の材料で形成することができる。
【００４６】
　加えて、アプリケータアタッチメント２００、ブラシアタッチメント３００、又は他の
治療アタッチメントは、頭部１２０又は頭部１４０に取り外し可能に取り付けるためのキ
ャップを含むことができる。実施形態によれば、治療アタッチメントはまた、ネジ嵌合、
磁気引力、接着剤、ヒートシール、テープ、糊、又は他の十分なアタッチメントシステム
を介して頭部に取り付けることができる。幾つかの場合には、その底部内に開口部又は微
細孔を有する酸素化治療アタッチメント、多孔性質量体アタッチメント、又はブラシアタ
ッチメントは、アタッチメントで皮膚又は身体部分を治療するために、接着剤又は磁気力
を介し、アタッチメントを通して酸素ガスを流すことを可能にする頭部に取り付けること
ができる。例えば、図５は、頭部にアタッチメントを取り付ける前の図４Ａ及び図４Ｂの
アプリケータアタッチメントの概略背面図である。図５は、キャップ２８０（図６－７も
参照）を含むアプリケータアタッチメント２００を示す。キャップ２８０は、アプリケー
タアタッチメント２００の一部の一体化部分（例えば、ボディ２６５と一体である（例え
ば一体化プラスチック）など）とすることができ、又はパッド２２０に取り付けることが
できる。図示の実施形態では、キャップ２８０は、パッド２２０、キャップ２８０の結合
点が内部中間面２９０を構成するようにアプリケータアタッチメント２００と一体化され
ている。キャップ２８０はまた、頭部１２０又は頭部１４０等の頭部を受け入れる内部容
積２９８を定めるように、内部中間面２９０から縦方向に延びる内部側壁２９５を含む。
【００４７】
　側壁２９５は、その側壁２９５の個々の部分が別個に屈曲することを可能にするスペー
ス又は間隙を含む点で不連続であるように図示されている。側壁２９５は、スペースを含
まないことにより連続とすることができ、頭部１２０又は１４０の形状全体を覆って形成
して、使用するためにそこに十分に取り付けるようにやや弾性の材料で作ることができる
点は理解することができるであろう。実施形態に好適な内部容積（例えば、容積２９８）
は、デバイスすなわちツール１１０の頭部１２０、１４０の寸法に相当する寸法を有する
容積を含み、アプリケータアタッチメント２００を、ネジ式アタッチメント、圧力リフト
アタッチメント、「スナップ式」アタッチメント、面ファスナー材料結合などによって、
デバイスすなわちツール１１０に着脱可能に接続できる。更に、アプリケータアタッチメ
ントのデバイスへの恒久的結合が企図される。
【００４８】
　図５及びキャップ２８０の側壁２９５を参照すると、１つの実施形態は、側壁２９５の
一部から内部容積内に横方向に延びる少なくとも１つの隆起部３１０を更に含む。従って
、アプリケータアタッチメント２００は、頭部１２０又は１４０上へのスナップ嵌合、頭
部１２０又は１４０上へのネジ止め、もしくは頭部１２０又は１４０或いはアプリケータ
アタッチメント２００に付加された接着剤を用いた頭部１２０又は１４０への接着などに
よって、頭部に着脱可能に結合させることができる。装着のためデバイスすなわちツール
１１０の頭部１２０又は１４０にアプリケータアタッチメントを取り付ける、スナップ嵌
合、ネジ止め、又は接着剤の結合力は、人の手によって付加することができる。同様にア
プリケータアタッチメント２００は、アプリケータアタッチメント２００と頭部１２０又
は１４０との間のスナップ嵌合解除、ネジ止め解除、又は接着剤の剥離（例えば、人の手
によって付加された力を用いるなど）によって頭部１２０又は１４０から取り外すことが
できる。
【００４９】
　実施形態によれば、治療アタッチメントと頭部との間の取り付けは、頭部の表面内の孔
から治療アタッチメント内へ押され又は加圧されている気体の漏出に抗することなどによ
り、気密とすることができる。例えば、そのベース部に開口部又は微細孔を有するアプリ
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ケータアタッチメント２００、ブラシアタッチメント３００、酸素化治療アタッチメント
（例えば、図８－１１の酸素化アタッチメント７００、多孔性アタッチメント参照）、多
孔性質量体アタッチメント、又はブラシアタッチメントの間の取り付けは、ネジ嵌合、磁
気引力、接着剤、ヒートシール、テープ、糊、又は他の十分なアタッチメントシステムを
介して頭部に取り付け、１平方インチ当たり最大１００、２００、又は３００ポンド（Ｐ
ＳＩ）の圧力でこれらの間を連通する気体の漏出を防ぎながら、アタッチメントを通って
酸素ガスを流し、該アタッチメントを用いて皮膚又は身体部分の治療を可能にすることが
できる。例えば、気体は、治療アタッチメントが取り付けられるデバイスすなわちツール
の外部又は内部にある酸素源のような、酸素シリンダー、酸素キャニスタ、１平方インチ
当たり最大４，０００ポンド（ＰＳＩ）の圧力の酸素ガスを含む酸素タンク、酸素発生器
、酸素製造ユニット、又はカートリッジとすることができる酸素源から供給することがで
きる。
【００５０】
　内部中間面２９０、側壁２９５は、種々の材料で作られ、様々なサイズを有することが
できる。好適な内部中間面及び側壁材料は、プラスチック、金属、複合体、ポリウレタン
、ラテックス、ゴム、樹脂を含む。内部中間面から縦方向に延びる長さに好適な１つの範
囲は、０．０６インチ（１．５ｍｍ）から０．６７インチ（１７ｍｍ）の範囲の距離であ
る。側壁２９５の長さは、係合又は頭部１２０又は１４０によって係合されるのに十分な
長さに確定される。同様に好適なサイズ又は隆起部は、側壁の一部から内部容積内に０．
０１インチ（０．２５ｍｍ）から０．２５インチ（６．２ｍｍ）の範囲の距離を縦方向に
延びる隆起を含む。
【００５１】
　アプリケータアタッチメント２００のキャップ２００はまた、アプリケータアタッチメ
ントをデバイスにより堅固に取り付けるために、リッジ、テーパー部分、隆起部、インデ
ックス構造、ポスト、デバイスの延長を受け入れるための陥凹部等の内部容積２９８内部
構造を含むことができる。例えば図５に示すように、内部中間面２９０上の内部リッジ３
２１を利用して、アプリケータアタッチメント２００がデバイスすなわちツール１１０に
より堅固に取り付けられデバイスの頭部に対して回転又は摺動しないように、頭部１２０
又は１４０内の成形陥凹部に相応して係合することができる。
【００５２】
　図６は、頭部に取り付ける前の図４Ａ及び図４Ｂのアプリケータアタッチメントの概略
側面図である。図６は、治療アタッチメントの内部容積と嵌合する外部形状を有する頭部
１２０を示す。例えば、本明細書に記載されたように、アプリケータアタッチメント２０
０、ブラシアタッチメント３００、又は他の治療アタッチメント等の治療アタッチメント
の内部中間面２９０、内部側壁２９５によって定められた内部容積２９８によって受け入
れられる外側側壁１２５及び外側面１２６を有する頭部１２０が示される。
【００５３】
　１つの実施形態では、頭部１２０は、おおよそ約１インチから２インチ（約２．５ｃｍ
～５ｃｍ）の直径を有する。１つの実施形態では、外側側壁１２５の直径は、例えば治療
アタッチメントの内部側壁２９５よりもわずかに大きなおおよそ約０．０１インチから０
．０３インチ（約１ｍｍから２ｍｍ）である。
【００５４】
　外側側壁１２５は、内部側壁の一部から治療アタッチメントの内部容積内に縦方向に延
びる少なくとも１つの隆起部によって係合される少なくとも１つの陥凹部を含むと企図さ
れる。具体的には、外側側壁１２５は、本明細書に記載されたように、内部側壁２９５の
一部からアプリケータアタッチメント２００、ブラシアタッチメント３００、又は別の治
療アタッチメント等の治療アタッチメントの内部容積内に縦方向に延びる隆起部３１０に
よって係合される陥凹部１２７（例えば、同様に図１及び図２でも上述された）を有する
ことができる。
【００５５】
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　従って、アプリケータアタッチメント２００等の治療アタッチメントは、頭部１２０上
にアプリケータアタッチメント２００をスナップ嵌合、ネジ止め、摺動又は接着すること
などによって着脱可能に頭部１２０に結合し、人の手などによってアタッチメントを取り
付けるアプリケータアタッチメント２００の隆起部（例えば、隆起部３１０など）と頭部
１２０の陥凹部（例えば、陥凹部１２７など）を係合させることができる。同様に、アプ
リケータアタッチメント２００等の治療アタッチメントは、スナップ嵌合解除、ねじ止め
解除、摺動又は剥離などによって頭部１２０から取り外し、アプリケータアタッチメント
２００の隆起部（例えば、隆起部３１０など）と頭部１２０の陥凹部（例えば、陥凹部１
２７など）を係合解除して、人の手などによって分解することができる。
【００５６】
　図７は、頭部に取り付けた後の図４Ａ及び図４Ｂのアプリケータアタッチメントの概略
側面図である。図６及び図７には、頭部１２０に取り付けられたデバイスすなわちツール
１１０の一部とアプリケータアタッチメント２００が示される。図７は、デバイスすなわ
ちツール１１０の頭部１２０に取り付けられたアプリケータアタッチメント２００の構成
を示す。１つの実施形態では、アプリケータアタッチメント２００は、キャップ２８０に
よって頭部１１０に接続される。上述のように図４－６及び添付文書に対して、キャップ
２８０は、内部中間面２９０から縦方向に延び、キャップ２８０の内部容積２９８を定め
る内部中間面２９０、側壁２９５を含む。図６に示すように側壁２９５は、側壁２９５の
高さに沿って一定の直径を有する環状体とすることができる。側壁２９５は、長円形、四
角形、三角形、矩形、多角形、湾曲形、六角形、又は他の形状等の円形以外の形状を有す
ることができると考えられる。更に側壁２９５は、側壁２９５の高さの周りにテーパー付
の上向き又は下向き面を形成するように、側壁２９５の高さに沿って変化する直径を有す
ることができる。
【００５７】
　上述のように、１つ又はそれ以上の横方向に延びる隆起部３１０（図５参照）は、内部
容積の直径（１つ又はそれ以上の隆起部３１０全体にわたって測定した時）を減少させる
ために、側壁２９５から内部容積２９８内に延びている。このようにしてキャップ２８０
は、頭部１２０の外側側壁１２５全体にわたって容易には適合しない。１つの実施形態で
は、側壁２９５は、側壁２９５をデバイスすなわちツール１１０の頭部１２０にその外側
側壁１２５全体にわたって変形し押しつけられる（スナップ嵌合）ことを可能にする薄い
プラスチック材料で作られる。１つの実施形態では、キャップ２８０は、１つ又はそれ以
上の隆起部３１０が、外側側壁１２５の下方に位置決めされるように、デバイスすなわち
ツール１１０の頭部１２０上に押される。例えば外側側壁１２５は、図５－６に関して説
明されたように、治療アタッチメントの容積２９８内に縦方向に延びる隆起部３１０によ
って係合することができる陥凹部１２７（例えば図１、図２及び図６で上述された）を有
することができる。
【００５８】
　図７は、容積２９８によって頭部１２０の一部を覆って取り付けられたアプリケータア
タッチメント２００を示す。従ってアプリケータアタッチメント２００は、デバイスすな
わちツール１１０に取り外し可能に結合され、側壁２９５は、わずかに外向きに屈曲して
示されており、スロット３３１はデバイスすなわちツール１１０に向かって広げられて側
壁２９５が拡大して位置３４０で頭部１２０の一部を覆って締まり嵌めすることができる
ようになる。この実施形態では、隆起部３１０を有するアプリケータアタッチメント２０
０の側壁２９５の一部は、頭部１２０にスナップ嵌合されてリップ部１９０全体を覆って
スナップ嵌合し、デバイスすなわちツール１１０の頭部１２０に対してアプリケータアタ
ッチメント２００の「スナップ式」着脱可能結合を形成することができる。本明細書に記
載された他の治療アタッチメントは、ブラシアタッチメント３００、酸素化アタッチメン
ト７００、多孔性アタッチメント１０００（図８－１１参照）、記載された他の治療アタ
ッチメントなどの、図６－１１に関して図示され説明されたように頭部１２０に取り付け
ることができる。
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【００５９】
　更に実施形態によれば、側壁２９５の一部は、リップ１９０を形成する頭部１２０の側
壁２９５の残りの部分（例えば、側壁２９５の最上部など）よりも、例えばおおよそ０．
０１インチから０．０３インチ（１ｍｍから２ｍｍ）のわずかに長い直径を有する環状体
とすることができる。このようにして、キャップ２８０は、頭部１２０のリップ全体にわ
たって容易には適合しない。従って側壁２９５は、側壁２９５を頭部１２０上にリップ全
体にわたって変形及び押下（スナップ嵌合）することを可能にする薄いプラスチック材料
で作ることができる。１つの実施形態では、キャップ２８０は、１つ又はそれ以上の隆起
部３１０が、リップの下方（例えば、リップの下方又はリップを越えており、リップの外
径の延長部よりも側壁２９５の近くにあるなどによる）に位置決めされるように、頭部１
２０上に押しつけられる。この実施形態では、図７は、容積２９８により頭部１２０の一
部を覆って取り付けられるアプリケータアタッチメント２００を示し、アプリケータアタ
ッチメント２００の側壁２９５の一部は、リップ１９０を覆ってスナップ嵌合し、頭部１
２０全体にわたってアプリケータアタッチメント２００の「スナップ式」脱着可能結合を
形成することにより、頭部１２０上にスナップ嵌合された隆起部３１０を有する。
【００６０】
　実施形態によれば、治療アタッチメントはまた、ネジ嵌合、磁気、接着剤、ヒートシー
ル、テープ、糊、又は他の十分なアタッチメントを介して頭部に取り付けることができる
。例えば、頭部１２０は、外側側壁１２５及び／又は第１の端部１２２の周囲にネジ止め
、接着、ヒートシール、或いはテープ接着を行うことができる。更に頭部１２０は、第１
の端部１２２を貫通するネジ付き開口部又は第１の端部１２２上のネジ付き取り付けデバ
イスを有することができる。同様に頭部１４０は、外側側壁１４５及び／又は第１の端部
１４２の周囲でネジ止め、接着、ヒートシール、或いはテープ接着を行うことができる。
【００６１】
　従って、アプリケータアタッチメント２００は、ネジを頭部１２０について上述された
ものと嵌合する（例えば、アプリケータアタッチメント２００が頭部１２０上にネジ止め
するなど）アプリケータアタッチメント２００の側壁２９５及び／又は別の部分によって
頭部１２０に取り付けることができる。更に、アプリケータアタッチメント２００は、側
壁２９５及び／又は内部中間面２９０によって頭部１２０に取り付け、外側側壁１２５及
び／又は第１の端部１２２と共に接着剤、ヒートシール、又はテープ接着によって取り付
けることができる。この場合もやはり、他の治療アタッチメントは、ブラシアタッチメン
ト３００、酸素化アタッチメント７００、多孔性アタッチメント１０００（図８－１１参
照）、本明細書に記載された別の治療アタッチメントなどの上記で図示され説明されたよ
うに（例えば、ねじ、接着剤、熱、テープ接着、その他）頭部１２０に取り付けることが
できる点に留意されたい。
【００６２】
　実施形態によれば、種々の治療アタッチメント又は各種の治療アタッチメントは、デバ
イスすなわちツール１１０の頭部１２０に取り外し可能に取り付け、或いは一時的に固定
して頭部１２０から取り外すことができる。例えば治療アタッチメントは、未使用、１回
使用、又は多数回使用後に治療アタッチメントを同じタイプ或いは異なるタイプの治療ア
タッチメントと切り替えることによって交換することができる。１つの実施形態では、ア
プリケータアタッチメント２００又はブラシアタッチメント３００は、使用後や洗浄後に
デバイスすなわちツール１１０から取り外すことができる。例えば、治療アタッチメント
は、水、洗浄液、洗浄粉、洗浄布、その他で清浄にすることができる。実際に、取り付け
られた治療アタッチメントを備えたツール又はデバイス１１０は、水中に浸し又は完全に
浸漬して、治療アタッチメント及び／又はツール又はデバイス１１０を洗浄することがで
きる点が企図される。例えば１回又はそれ以上の洗浄後、もはや有用ではないと考えられ
る場合、アプリケータアタッチメント２００又はブラシアタッチメント３００は廃棄し交
換することができる。加えて、異なるアタッチメントを用いた治療が所望される場合、ア
プリケータアタッチメント２００又はブラシアタッチメント３００は、デバイスすなわち
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ツール１１０から取り外し、別のタイプの治療アタッチメントと交換することができる。
次いでデバイスすなわちツール１１０は、他のタイプのアタッチメントを用いるように位
置決め、配向又は再配向することができる。
【００６３】
　運動発生器と治療アタッチメント（例えば、以下の図８－１１のアプリケータアタッチ
メント２００、ブラシアタッチメント３００、又は酸素化アタッチメント７００、多孔性
アタッチメント１０００など）の移動動作は、皮膚や、筋肉、身体部分、組織を刺激して
治療領域を活性化するのを助けるので、人間の皮膚又は身体部分の領域は、上述のような
デバイスすなわちツール１００に取り付けられた治療アタッチメントで治療（例えば、皮
膚又は身体部分を美容上の治療、冷却治療、温熱治療、光線治療、酸素治療、若返り、洗
浄、ポリシング（例えば、磨くことなど）、研磨、及び剥脱を行うことなど）することが
できる点が企図される。ユーザが手動でハンドル１３０を動かすことにより治療アタッチ
メントを皮膚及び／又は身体部分全体にわたり移動させる場合などにおいては、使用中に
運動発生器を使用することもでき、或いは使用しなくてもよい点は理解される。
【００６４】
　更に、上述の振動運動の代わり又は振動運動と共に、治療アタッチメントを回転又はス
ピンさせることができる運動発生器を用いて、皮膚又は身体部分を研磨し、剥脱し、又は
ポリシングすることも企図される。例えば、頭部１２０及び／又は頭部１４０を回転又は
スピンさせるギア（直接シャフトによる）或いは他の回転運動伝達トランスミッションに
接続された回転可能シャフトを備えたモータを有する運動発生器は、デバイスすなわちツ
ール１１０の内部２８１内に適合するような大きさにすることができる。実施形態では、
スピン運動発生器は、治療アタッチメントをアタッチメントの中心軸の周りにスピンさせ
るように構成される。別の実施形態では、スピン機構は、治療アタッチメントをアタッチ
メントの中心外の軸の周りにスピンさせるように構成される（例えば、ランダム軌道を生
じさせる）。代表的なランダム又は標準軌道の周期的振動は、おおよそ１分当たり６，０
００以下の回転数である。１つのこのような構成により、アプリケータアタッチメント２
００などのアタッチメントをモータ（例えば、図３のモータ１６０など）のシャフトに結
合することが可能になる。
【００６５】
　加えて、種々の実施形態は、アプリケータアタッチメント内部、アプリケータアタッチ
メントに隣接した、又はその両方に配置された音波発生器を含む。作動中、音波発生器に
よって生成された音波は、治療アタッチメントを通って進み、ユーザの皮膚又は身体部分
の研磨、剥脱、美容上の治療、若返り、洗浄、ポリシング、及び／又はマッサージを行う
。１つの好適な音波発生器は、例えば発生器内の振動結晶から音波を発生させる超音波発
生器である。例えば振動結晶を活性化する電子機器を含む運動発生器、及び頭部１２０及
び／又は頭部１４０に結晶の振動を伝達するための構造体（例えば、振動結晶並びに頭部
１２０及び／又は頭部１４０に取り付けられた振動伝達材料など）は、デバイスすなわち
ツール１１０の内部２８１内に適合するような大きさにすることができる。音波は、治療
される領域に対して循環を高めるために用いることができる。
【００６６】
　更に、レーザー、紫外線、液晶ディスプレー（ＬＣＤ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）、
或いは照射又は光供給治療アタッチメントを用いて皮膚又は身体部分を光線治療すること
ができる。例えば、治療は、光エネルギ供給アタッチメントによって行うことができ、該
アタッチメントは、運動発生器による運動中であっても或いは運動中でなくてもよく、別
の治療を同時に行うのに用いてもよく或いは用いなくてもよい。実施形態では、光エネル
ギ供給アタッチメントは、皮膚及び／又は身体部分に照明を照射する。例えば、光線（レ
ーザー又は紫外線など）は、光エネルギ供給アタッチメント上で発生源により生成され、
又は頭部から受け取られ、或いは別の発生源によって生成され、アタッチメントを通って
放出し、又は管体で送出することができる。従って光線は、頭部内の少なくとも１つの開
口部からアタッチメントに入り、頭部の反対側の表面内の少なくとも１つの開口部からア
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タッチメントを出ることができる。代表的な照明は、０．１ワットから２００ワットの光
とすることができる。加えて、光エネルギは、外部電源を介してツール又はデバイス１１
０に供給することができる。幾つかの場合には光エネルギは、０．１ワットから１０，０
００ワットの光を生成する発生源からアタッチメントに光ファイバー繊維を介して、ツー
ル又はデバイス１１０或いは１つから４つの頭部を有するツール又はデバイスに供給され
る。
【００６７】
　具体的には、治療アタッチメントは、皮膚又は身体部分上に光エネルギを放射するため
の光源又は導管を有する頭部１２０又は１４０に取り付けることができる。例えば、光源
又は導管は、光線、レーザー、紫外線、液晶ディスプレー（ＬＣＤ）、発光ダイオード（
ＬＥＤ）、又は治療の一部としての光エネルギを介して皮膚や身体の部分を照射すること
ができる。従って、照明装置（例えば、レーザー、ＬＥＤ、又は紫外線光源など）及び光
導管（例えば、光ファイバーケーブル、管体、開口部、及び／又はレーザーを伝達及び反
射させるミラー、ＬＥＤ、又は頭部１２０及び／又は頭部１４０に入り外側面１２６及び
／又は外側面１４６を通って開口部を出る紫外線照射など）は、デバイスすなわちツール
１１０の内部２８１内に適合するような大きさにすることができる。具体的には、ＬＥＤ
は、ハンドル部分１３０内に存在し、頭部１２０に向けて紫外線領域の波長を有するレー
ザー光線を照射又は発射することができる。頭部１２０に近接したミラーを用いて、外側
面１２６内の開口部を通って頭部１２０に取り付けられた照明又は光線供給治療アタッチ
メントの開口部内にレーザー光線を反射させることができる。このような照射又は光線供
給治療アタッチメントは、人間の皮膚又は身体部分上に光エネルギ又は照明（例えば、紫
外線及びレーザー光線など）を供給又は照射するための、他の治療アタッチメント（例え
ば、アタッチメント２００、３００、７００、１０００など）、光ファイバーケーブル、
管体、開口部、光導管、及び／又はミラー用に本明細書に記載された材料及び表面を含む
ことができる。更に、光エネルギは、光ファイバー繊維を介して皮膚又は身体部分に供給
することができることが企図される。
【００６８】
　更に、治療アタッチメント以外の照射デバイスから皮膚又は身体部分に供給されるレー
ザー、紫外線、液晶ディスプレー（ＬＣＤ）、発光ダイオード（ＬＥＤ）、又は照明を用
いて皮膚又は身体部分を治療することができる。例えば、治療は、上述のような光エネル
ギ供給導管、すなわちツール又はデバイス１１０の一部、１つの頭部、３つの頭部、又は
４つの頭部を有するもののデバイス１１０等のツール又はデバイスによって提供すること
ができる。具体的には、上述のようなツール又はデバイスは、ハンドル部分又はハンドル
部分の近く、上方、最上部、或いは１つ又はそれ以上の頭部の間から出て光エネルギを皮
膚に供給する光ファイバー繊維又は他の光導管を有することができる。光エネルギの発生
源は、上述のようなあらゆる発生源とすることができる。
【００６９】
　同様に、熱エネルギ供給アタッチメントを用いて皮膚又は身体部分を温熱治療すること
が可能であり、運動発生器により動いている場合もあり、動いていない場合もあり、別の
治療を同時に行うのに用いる場合もあり、用いない場合もある。実施形態では、熱エネル
ギ供給アタッチメントは、皮膚及び／又は身体部分に熱を放射する。例えば、熱は、熱エ
ネルギ供給アタッチメント上で発生源により生成され、又は頭部から受け取られ、或いは
別の発生源によって生成されて、アタッチメントを通って管体で送出することができる。
従って熱は、頭部内の少なくとも１つの開口部からアタッチメントに入り、頭部の反対側
の表面内の少なくとも１つの開口部からアタッチメントを出る。代表的な加熱流は、華氏
７５度から５００度（約２４～２６０℃）で、アタッチメントの面積に等しい面積を有す
る皮膚の層を加熱するのに十分な温度である。
【００７０】
　実施形態では、加熱ユニットはまた、治療アタッチメント内部、治療アタッチメントに
隣接した、又はその両方に配置することができる。１つの実施形態では、加熱ユニットは
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、華氏７５度から５００度の温度（約２４～２６０℃）まで治療アタッチメントを加熱す
ることができる。加熱ユニットは、例えば、電源に接続された赤外線、紫外線、及び／又
は抵抗加熱素子とすることができる。例えば、抵抗熱を生成する熱伝導性コイルに接続さ
れた絶縁線に接続された電源は、デバイスすなわちツール１１０の内部２８１に適合する
ような大きさにすることができる。従って、電源は、十分な電流を提供することができ、
熱伝導性コイルは、十分な電流を引き出し、これにより熱伝導性コイルが頭部１２０及び
／又は頭部１４０を加熱させ、頭部に取り付けられた治療アタッチメントを加熱すること
ができる。加熱ユニットからの熱は、治療中に皮膚又は身体部分を有利に滑らかする。
【００７１】
　これに伴い、冷却エネルギ供給アタッチメントを用いて皮膚又は身体部分を冷却治療す
ることが可能であり、運動発生器により動いている場合もあり、動いていない場合もあり
、別の治療を同時に行うのに用いる場合もあり、用いない場合もある。実施形態では、冷
却エネルギ供給アタッチメントは、皮膚及び／又は身体部分に冷気を放射する。例えば、
冷気は、冷却エネルギ供給アタッチメント上で発生源により生成され、又は頭部から受け
取られ、或いは別の発生源によって生成されて、アタッチメントを通って管体で送出する
ことができる。従って冷気は、頭部内の少なくとも１つの開口部からアタッチメントに入
り、頭部の反対側の表面内の少なくとも１つの開口部からアタッチメントを出ることがで
きる。代表的な冷気流は、華氏７５度から－２５０度（約２４～－１５７℃）で、アタッ
チメントの面積に等しい面積を有する皮膚の層を冷却するのに十分な温度である。
【００７２】
　実施形態では、冷却ユニットはまた、治療アタッチメント内部、治療アタッチメントに
隣接した、又はその両方に配置することができる。１つの実施形態では、冷却ユニットは
、華氏７５度から－２５０度（約２４～－１５７℃）の温度まで治療アタッチメントを冷
却することができる。冷却ユニットは、例えば、冷却気体又は液体、アタッチメント又は
頭部の区画内の冷却物質（例えば、氷又はドライアイスなど）、液体窒素源、その他を供
給するホースとすることができる。例えば、頭部内の冷気伝導コイルに液体窒素を供給し
て治療アタッチメント内に冷気を放射する絶縁ホースは、デバイスすなわちツール１１０
の内部２８１に適合するような大きさにすることができる。従って、ホース及び液体窒素
源は、十分な流れを提供することができ、冷気伝導コイルは、十分な冷気を放射し、これ
によりコイルが頭部１２０及び／又は頭部１４０を冷却し、これらに取り付けられた治療
アタッチメントを冷却することができる。加熱ユニットからの冷気は、治療中に皮膚又は
身体部分を有利に滑らかすることができる（例えば、むくみを軽減するなどにより）。
【００７３】
　幾つかの場合では、熱エネルギ供給アタッチメントと冷気エネルギ供給アタッチメント
は、同じアタッチメントとすることができる。例えば、「ラジエータ」型アタッチメント
は、熱又は冷気を液体又は気体流により皮膚又は身体部分に伝達するための管体、導管、
ベーン、コイル、コア、及び／又は他の熱伝導構造体を有することができる。液体又は気
体は、本明細書に記載されるように、ツール又はデバイス内部から、或いは外部供給源か
ら供給することができる。具体的には、加熱又は冷却液体は、本明細書に記載されるよう
に、ラジエータアタッチメントに供給することができ、ラジエータアタッチメントは、他
の治療中又は他の治療中でないときに冷気又は熱を皮膚又は身体部分内に放射することが
できる。加熱又は冷却液体は十分な温度を有し、華氏５００度から－２５０度（約２６０
～－１５７℃）の温度の熱又は冷気を皮膚又は身体部分に放射することができることが企
図される。
【００７４】
　次いで、酸素化アタッチメントにより供給される酸素ガスを用いて皮膚又は身体部分を
酸素治療することが可能であり、運動発生器により動いている場合もあり、動いていない
場合もあり、別の治療を同時に行うのに用いる場合もあり、用いない場合もある。実施形
態では、酸素化アタッチメントによって、気体（例えば、酸素ガスなど）が圧力でアタッ
チメントを介して浸透又は押出し、皮膚及び／又は身体部分と化学的に相互作用すること
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を可能にする。例えば、酸素は、頭部内の開口部（例えば、頭部の上面を貫通する孔など
）から酸素化アタッチメントに入り、頭部の反対側の表面からアタッチメントを出ること
ができる。より具体的には、内部２８１のカートリッジ或いはツール又はデバイス１１０
の外にあるタンク等の酸素源は、酸素を管体、ガス導管、開口部、及び／又は内部２８１
のチャンバに供給し、頭部１２０及び／又は頭部１４０に取り付けられた治療アタッチメ
ントに酸素を供給することができる。ツール又はデバイス１１０に酸素を移送するための
ハンドル１３０に位置するノズル又はアタッチメントと、頭部１２０及び／又は頭部１４
０に取り付けられた治療アタッチメントにツール又はデバイス１１０内の酸素を移送する
ためのノズル又はアタッチメント外側面１２６及び／又は１４６が存在し得ることが企図
される。酸素は、治療アタッチメントが取り付けられるデバイスすなわちツールの外部又
は内部にある酸素源のような、酸素シリンダー、酸素キャニスタ、１平方インチ当たり最
大４，０００ポンド（ＰＳＩ）の圧力の酸素ガスを含む酸素タンク、酸素発生器、酸素製
造ユニット、又はカートリッジとすることができる酸素源から供給することができる。
【００７５】
　酸素化アタッチメントは、上述のように、頭部１２０、１４０と同様の１つ、３つ又は
４つの頭部を有するデバイスすなわちツールのような、１つから４つの頭部を有するツー
ル又はデバイスに取り付けることができる。従って、３つの頭部を有するデバイスでは、
ハンドルの縦軸に沿って見下ろすデバイスの上からの図は、頭部の三角形配置又は配向を
示すことになる。同様に、４つの頭部を有するデバイスでは、ハンドルの縦軸に沿って見
下ろすデバイスの上からの図は、頭部の四角形配置又は配向を示すことになる。
【００７６】
　例えば、実施形態によれば、デバイスすなわちツール１１０の１つ又は両方の頭部は、
液体又は気体で皮膚又は身体部分を治療するためなど、通気、又は液体又は気体（例えば
、酸素又は空気など）の流れをデバイスすなわちツール１１０の頭部から放出可能にする
ための開口部を含む。液体又は気体は、デバイスすなわちツール１１０から出て、頭部に
取り付けられた酸素化アタッチメントに入ることができる。従って、デバイスすなわちツ
ールから開口部に供給される酸素は、皮膚の表面又は身体部分に到達してこれを治療する
ため、酸素化アタッチメントの微細孔に入って進み、治療アタッチメントの他方のより遠
い表面上の微細孔を出ることができる。
【００７７】
　図８は、２つの頭部を有し、その１つの頭部が貫通する開口部を有する装置の実施形態
の概略平面図である。図９は、図８の装置の概略側断面図である。図８－９は、ハンドル
１３０と頭部１４０、及び頭部７２０を含むデバイスすなわちツール１１０を有する装置
６００を示す。頭部７２０は、人間の皮膚又は身体部分の領域を治療するために治療アタ
ッチメントを取り付けることができる外側側壁７２５、外側面７２６、第１の端部７２２
を含む。外側側壁７２５、外側面７２６、第１の端部７２２は、上述のような形態及び機
能において外側側壁１２５、外側面１２６、第１の端部１２２に一致する。例えば、外側
側壁７２５は、陥凹部１２７及び１２８等の陥凹部を含むことができる。
【００７８】
　加えて、１つ又はそれ以上の開口部７１０が貫通する外側面７２６が示されている。例
えば開口部７１０は、図８に示すように表面７２６の上部から延び、開口部７１０の下方
のチャンバ、アダプタ、又はホースまで貫通して延びる開口部とすることができる。従っ
て、酸素ガス又は空気等の気体が、頭部７２０の下方から（例えば、頭部７２０の下方の
チャンバ、アダプタ、又はホースなどから）開口部７１０を通って表面７２６に浸透、加
圧、又は押し出されるようにすることが可能である。開口部７１０の典型的な直径、すな
わち開口部７１０の１つを含む円の又は直径は、０．００１ミリメートル（ｍｍ）から２
０ｍｍとすることができる。
【００７９】
　図８はまた、ツール又はデバイス１１０に取り付けられたホース７３２及びアダプタ７
３０を示す。例えば、ホース７３２は、酸素又は空気等の気体をツール又はデバイス１１
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０に供給する管体とすることができ、供給される気体を開口部７１０から出すことができ
るようにする。同様に、アダプタ７３０は、気体をホース７３２に供給する気体源に取り
付けるためなどのアダプタとすることができる。
【００８０】
　アダプタ７３０は、酸素源等の気体源に取り付けることができる。例えばアダプタ７３
０は、酸素のタンク、液体酸素、酸素発生器、又は酸素発生装置に取り付けるためのアダ
プタとすることができる。幾つかの場合では、酸素は、治療アタッチメントが取り付けら
れるデバイスすなわちツールの外部又は内部にある酸素源等の酸素シリンダー、酸素キャ
ニスタ、１平方インチ当たり最大４，０００ポンド（ＰＳＩ）の圧力の酸素ガスを含む酸
素タンク、酸素発生器、酸素製造ユニット、又はカートリッジとすることができる酸素源
から供給することができる。加えて、実施形態は、頭部７２０及び／又は７４０に供給さ
れた酸素ガス等の気体の容積又は流量を制御するための制御器を含むことができる。具体
的には、気体流量弁が酸素の外部タンク、アダプタ７３０、ホース７３２、ハンドル部分
１３０、及び／又はホース７３４の出力に対して取り付けられ（例えば、ノブ又はハンド
ルを操作又は廻すことによって選択される種々の流量を示す指標の有無にかかわらず、ハ
ンドル部分１３０に外部からアクセス可能な流量を制御するノブ又はダイヤルを有さずに
ホース７３４を通る流量を制御するなど）、開口部７１０から流出する気体又は酸素の流
れを制御することができる。このような気体の発生源及び制御器は、１平方インチ当たり
１ポンド（ＰＳＩ）から１０００ＰＳＩの圧力、及び１秒当たり１ミリリットルから５０
０ミリリットル（ｍｌ／１ｓｅｃ）の流量で酸素を供給することができる。
【００８１】
　或いは、実施形態によれば、酸素等の気体源を、デバイスすなわちツール１１０の内部
に備えることができる。例えば、酸素等の気体のカートリッジ又はキャニスタは、ハンド
ル１３０内部に配置し、気体をホース７３４に供給することができる。このような実施形
態は、ホース７３２とアダプタ７３０を含むか又は含まない場合がある点は理解すること
ができる。従って、このような実施形態では、キャニスタ又はカートリッジは、上述のよ
うな好適な圧力と流量で酸素等の気体を供給し、当該気体が開口部７１０（例えば、酸素
化アタッチメント７００が有る場合又は無い場合がある）を通って浸透し、加圧され、又
は押し出されて、表面７０８で治療される皮膚や身体の部分を治療する。
【００８２】
　実施形態によれば、治療アタッチメントは、人間の皮膚又は身体部分の領域と接触する
のに好適な寸法を有する布、スポンジ、ポリウレタンスポンジパッド、ラテックススポン
ジパッド、又は他の独立気泡スポンジ材料等の多孔性材料を有する頭部１２０、１４０、
又は７２０に取り付けることができる。１つの好適なスポンジ材料は、典型的にはメーキ
ャップ技術分野で用いられる「メーキャップ」スポンジ材料と呼ばれる。１つの実施形態
では、スポンジ材料の微細孔サイズは、１５ミクロンから約４１０ミクロンにまで及ぶ。
開放気泡スポンジ材料は、独立気泡材料の代わり又はこれと共に用いることができる。同
様に、治療アタッチメントは、多孔性材料の代わり又はこれと共に用いることができる綿
、天然又は合成繊維、金属、木材、コルク、海草、合成ゴム、紙、プラスチック又はラテ
ックス等の非多孔性材料を有する頭部１２０又は１４０に取り付けることができる。
【００８３】
　１つの実施形態では、治療アタッチメントは、本明細書に記載されたように、少なくと
も研磨粒子の平均粒径程度の微細孔の大きさを持ったアプリケータを有することができる
。別の実施形態では、アプリケータは、皮膚又は身体部分全体にわたって組成物の操作中
に研磨粒子をアプリケータ内で移動させることができるようにする微細孔サイズを有する
。このような微細孔サイズにより、有利には、使用中に皮膚が過度に研磨又は剥脱されな
いように研磨粒子がアプリケータ内に後退することができる。１つの実施形態では、微細
孔サイズは十分に小さく、研磨粒子は、研磨作用が失われる程度までアプリケータ内で深
在性とはならない。言い換えれば、微細孔サイズは、粒子を取り込むレベルが研磨剤とし
ての効果を粒子が残せるように設定される。
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【００８４】
　他の実施形態では、微細孔サイズは、平均粒径よりも小さくすることができる。従って
、粒子は、微細孔を貫通することができず、治療アタッチメントの材料の表面又は外側に
留まるはずである。
【００８５】
　具体的には、種々の治療アタッチメントは、図８の頭部７２０に取り付けることができ
る。例えば、酸素化アタッチメントは、頭部７２０に取り付けることができる。従って、
開口部７１０を通って浸透し、加圧され、又は押し出される酸素又は空気等の気体はまた
、皮膚又は身体部分を治療するために、表面７２６の反対側の酸素化アタッチメントの側
面から出るように、頭部７２０に取り付けられた酸素化アタッチメントを通って浸透し、
加圧され、又は押し出すことができる。代表的な酸素の流量は、１分間当たり０．１ポン
ドから２０ポンドとすることができる。
【００８６】
　実施形態によれば、治療アタッチメントなしの頭部を用いて気体源から供給された気体
で皮膚又は身体部分を気体又は酸素治療することが可能である。頭部は、運動発生器によ
り動いている場合もあり、動いていない場合もあり、別の治療を同時に行うのに用いる場
合もあり、用いない場合もある。例えば、デバイスすなわちツール１１０の頭部７２０（
例えば、酸素化アタッチメント又は他のあらゆるアタッチメントなしで）により、気体（
例えば、酸素ガスなど）が圧力によって頭部を通って浸透し又は押し出されることが可能
となり、皮膚及び／又は身体部分と化学的に相互作用することができる。具体的には、図
７を参照すると、頭部７２０を用いて、頭部７２０に取り付けられるアタッチメントなし
で孔７１０を用いて酸素化治療を行うことなどによる、人間の皮膚領域又は層もしくは身
体部分等の皮膚又は身体部分を治療アタッチメントなしで治療することができる。
【００８７】
　或いは、例えば図９は、頭部７２０に取り付けられた酸素化アタッチメントを備えた図
８の装置の概略側断面図である。図９は、ハンドル１３０と頭部１４０、及び頭部７２０
を備えたデバイスすなわちツール１１０を有する装置６００を示す。図９はまた、ホース
７３２に取り付けられたアダプタ７３０を示し、該ホース７３２は更にホース７３４に取
り付けられる。ホース７３４は、開口部７１０の下に配置され、開口部７１０が延びる（
例えば、ここでは開口部７１０が表面７２６からチャンバ７３６に延びている）チャンバ
等のチャンバ７３６に取り付けられる。アダプタ７３０、ホース７３２、ホース７３４、
チャンバ７３６は、これらの中に酸素又は空気等の気体を保持して気体を開口部７１０に
供給することができるようにするのに十分なサイズと材料のものと考えられる。例えばア
ダプタ７３０、ホース７３２、７３４、チャンバ７３６、開口部７１０は、気体で充填さ
れ加圧されたときに漏れのない「気密」の構造を可能にし、内部の気体を加圧して、例え
ば表面７２６に取り付けられた酸素化アタッチメント内に入り、表面７２６と反対側の酸
素化アタッチメント７００の表面で皮膚又は身体部分を治療するための酸素化アタッチメ
ントを通るように、開口部７１０から外部に押し出すことができるようにする。
【００８８】
　具体的には、図９は、多孔性材料７０２、中央部７０６、側部７０４を有する酸素化ア
タッチメント７００を示す。例えば、中央部７０６は、開口部７１０を含みその周りに延
びるが酸素化アタッチメント７００の側縁（例えば、外側側壁１２５に対応する側縁など
）には延びない領域のような、酸素化アタッチメント７００の中央の周辺内に定められた
領域とすることができる。他方、側部７０４は、開口部７１０の周りや酸素化アタッチメ
ント７００の周辺に延びる（例えば、外側側壁１２５に対応する頭部７２０の領域の周り
に延びるが、開口部７１０全体にわたっては延びないなど）酸素化アタッチメント７００
の一部として定めることができる。従って、開口部７１０を通って表面７２６に浸透し、
加圧され、又は押し出された酸素又は空気等の気体は、同様に中央部７０６を通って浸透
し、加圧され、又は押し出されることができるが、酸素化アタッチメント７００の側部７
０４からは出ない。例えば、このような気体は、容積の９０％が中央部７０６から出るこ
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とになるが、残りの１０％は側部７０４から出ることができる容積を有することができる
。実施形態によれば、側部７０４は、中央部７０６の気孔よりもはるかに少ない気孔率か
、又ははるかに小さな微細孔を備えている。
【００８９】
　幾つかの場合では、酸素化アタッチメント７００は、ベース面（例えば、表面７２６に
取り付けられた材料の反対側など）を貫通する開口部を有する場合など、多孔性材料を有
さなくてもよい。例えば、酸素化アタッチメント７００は、頭部に装着されるベース面に
取り付けられた毛（例えば、針毛部３２０など）を有する場合もあれば、有さない場合も
あり、開口部７１０を通って表面７２６まで、及び酸素化アタッチメントのベース材料内
の開口部を通って浸透し、加圧され、又は押し出される酸素又は空気等の気体を連通し或
いは通過させるのに十分である、中央部７０６のベース材料を貫通する孔又は開口部を有
することができる。好適なベース材料は、アプリケータアタッチメント２００を形成する
ための上述の金属、プラスチック、接着材料、その他の材料の層とすることができる。
【００９０】
　図９はまた、酸素化アタッチメント７００が頭部７２０に取り付けられたときに、頭部
７２０のパッド２２０の反対側の酸素化アタッチメント７００の表面のような表面７０８
を有する酸素化アタッチメント７００を示す。従ってこのような気体は、酸素化アタッチ
メント７００の表面７０８によって治療される皮膚又は身体部分等、皮膚又は身体部分を
治療するのに用いることができる。
【００９１】
　酸素化アタッチメント７００は、プラスチック、ナイロン、ポリウレタン、ラテックス
、ポリマー、複合体、ゴム、布、ポリウレタンスポンジパッド、ラテックススポンジパッ
ド、又は他の独立気泡スポンジ材料等の１つ又はそれ以上の天然及び／又は合成材料を有
する研磨材料、非研磨材料、スポンジ材料、多孔性材料、或いは他の材料等の多孔性材料
７０２を含み、人間の皮膚又は身体部分の領域と接触するのに好適な寸法を有する。実施
形態では、多孔性材料７０２は、酸素等の気体、蒸気、水、又は液体を表面７２６から多
孔性材料７０２によって受けて、表面７０８から排出することを可能にするのに十分な開
口部又は導管のような、表面７２６から表面７０８に延びる開口部又は導管を有する材料
とすることができる。同様に多孔性材料７０２は、皮膚や身体の部分を治療するのに好適
な毛の内部、上、その一部として、及び／又は先端で研磨粒子を有することができる。
【００９２】
　表面７０８は、表面１２６に関して上述されたような研磨面とすることができる点が企
図される。更に多孔性材料７０２は、パッド２２０に関して上述されたような研磨粒子を
含むことができる。更に実施形態によれば、酸素化アタッチメント７００は、本明細書に
記載したような溶液、化合物、研磨粒子、クリーム、又は他の治療物質、冷気、熱、光線
、或いは他の治療物質、もしくは治療を付加するのに用いることができる。
【００９３】
　酸素化アタッチメント７００は、アプリケータアタッチメント２００を頭部１２０に取
り付けることに関して上述されたような接着剤、テープ、又は「スナップ式」、或いはネ
ジ式などによって頭部７２０に取り付け、もしくは他の方法で取り付けることができる。
例えば、酸素化アタッチメント７００は、頭部７２０上でスナップ嵌合するためにキャッ
プ２８０と同じ構造体を含むことができる。
【００９４】
　実施形態によれば、上述のようなスポンジ、多孔性、又は酸素化アタッチメントは、皮
膚、人の毛髪、頭皮、外皮、その他の身体部分を治療するのに用いることができる。例え
ば、酸素等の気体の供給が頭部７２０を介して表面７０８から皮膚及び／又は身体部分に
対して行われる間は、酸素化アタッチメントは、デバイスすなわちツール１１０を操作す
ることによって（例えば、頭部に酸素化アタッチメントが取り付けられた運動発生器によ
る移動の有無にかかわらず）皮膚や他の身体部分を治療するのに用いることができる。
【００９５】
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　上述のようなブラシアタッチメント３００、酸素化アタッチメント７００、加熱ユニッ
トアタッチメント、冷却ユニットアタッチメント、光源アタッチメント、多孔性質量体ア
タッチメント、スポンジパッドアタッチメント等の治療アタッチメントは、プラスチック
、金属、電子回路構成、プリント基板、ポリウレタン、スポンジパッド、ラテックス、及
び／又はナイロン、ポリマーで作ることができる。同様に、このような治療アタッチメン
トは、アプリケータアタッチメント２００における上述のような頭部に取り付けることが
できる（図６－７に関して上述されたような接着剤、ネジ式、又は「スナップ式」によっ
て頭部に取り付け可能であることなどによる）。
【００９６】
　実施形態は、上述のように皮膚又は身体部分を治療するために、移動する頭部に結合さ
れ、人の手で握るのに好適なハンドル部分を有するデバイスすなわちツール１１０を用い
て、人間の皮膚又は身体部分の領域全体にわたって治療アタッチメントを操作する方法を
含む。頭部の移動は、上述のように全体に渡る振動、スピン、音波の伝播を含む。
【００９７】
　従って、実施形態によれば、本明細書に記載されたような治療アタッチメントを有する
ツール又はデバイスは、圧力を印加して、上向きの回転、前後、ランダム、又は他の動作
で皮膚及び／又は身体部分全体にわたって治療アタッチメントを移動させることによって
、皮膚や身体の部分を治療するのに付加し又は用いることができる。同様に皮膚や身体の
部分を治療するのに用いるためのデバイスすなわちツールは、人の手によって握るための
ハンドルを含み、さらに皮膚及び／又は身体部分を治療するのに用いる２つの治療アタッ
チメントを取り付ける２つの頭部を移動させるために運動発生器を駆動又は始動させる電
源を含む。同様に皮膚又は身体部分を治療するためのデバイスすなわちツールは、人の手
によって握るためのハンドルを含むが、電源又は運動発生器を備えず、二つの頭部に取り
付けられた１つ又はそれ以上の治療アタッチメントを用いて、ハンドルを操作して皮膚及
び／又は身体部分全体にわたって治療アタッチメントを移動させることによって皮膚又は
身体部分を治療することができるようにすることも考えられる。このような治療アタッチ
メントは、人間の皮膚、毛髪、頭皮、外皮、顔、体肢、胴体、手や足の領域を治療するの
に好適な研磨アプリケータアタッチメント；多孔性アタッチメント；酸素化アタッチメン
ト；多孔性アプリケータアタッチメント；ペースト、バー、クリーム、液体、及び／又は
研磨粒子を付加するためのアプリケータアタッチメント；スポンジアプリケータアタッチ
メント；多孔性質量体アタッチメント；研磨毛を有するブラシアタッチメント；研磨毛な
しの柔らかいブラシアタッチメント；軟質パッド緩衝体アタッチメント；その他の治療ア
タッチメントを含むことができる。
【００９８】
　実施形態によれば、皮膚又は身体部分は、デバイスすなわちツール１１０を含まない酸
素化治療デバイスによって治療することができる。このような酸素化治療デバイスは、酸
素化治療アタッチメントの上記の説明に相当する。具体的にはこのような酸素化治療デバ
イスは、本明細書で記載された酸素等の気体源に取り付けられ、本明細書に記載されたよ
うな酸素化治療アタッチメント７００、酸素を皮膚又は身体部分に供給する酸素化ブラシ
アタッチメント、毛を有する酸素化治療アタッチメント、毛なしの酸素化治療アタッチメ
ント、多孔性アタッチメント、又は多孔性質量体アタッチメントとすることができ、ここ
で酸素化治療デバイスは、皮膚又は身体部分（例えば、髪など）を治療するデバイスすな
わちツール１１０を備えず、人の手によって十分に操作することができる。
【００９９】
　従って、このような酸素化治療デバイスは、酸素化治療デバイスの表面下の管体、ホー
ス、チャンバ、或いはアダプタを介してデバイスに用いる気体源から供給される気体で皮
膚又は身体部分を気体治療又は酸素治療することができる。気体源は、気体又は酸素をデ
バイスすなわちツール１１０或いは酸素化治療アタッチメント７００に供給するための上
述のようなタンク、管体、カートリッジ、容器、又は他の発生源とすることができる。次
いで、供給された気体は、皮膚又は身体部分を治療する酸素化治療アタッチメントの表面
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の開口部から出ることができる。具体的には酸素化治療デバイスにより、圧力によって気
体（例えば、酸素ガスなど）をデバイスに通して浸透させ又は押し出すことが可能になる
。実施形態によれば、アタッチメントは、酸素化治療デバイスの側面、背面或いは酸素化
治療デバイスのハンドルを操作することによってのみ皮膚又は身体部分全体にわたって移
動することができる。酸素化治療デバイスは、別の治療を同時に実施するのに用いること
ができ、或いは用いない場合もある。実施形態では、酸素化治療デバイスである図１０は
、酸素等の気体で皮膚又は身体部分の領域を治療するための多孔性アタッチメントを示す
。図１０は、中央部１０１０、ドーナツ型外側部分１０２０を有する多孔性アタッチメン
ト１０００を示す。多孔性アタッチメント１０００は、外側部分１０２０を囲む側部１０
５０を含む。多孔性アタッチメント１０００はまた、人の手によって保持されることにな
るツール又はデバイスに取り付けるための表面、すなわち表面１０３０を有する。表面１
０３０の反対側は、皮膚又は身体部分の領域を治療するために気体を供給する表面、すな
わち表面１０４０である。
【０１００】
　外側部分１０２０及び／又は中央部１０１０は、円形、長円形、涙滴形、又は多角形を
含む、種々の形状を定める外部周辺を有することができる。加えて、外側部分１０２０及
び／又は側部１０５０は、直径０．５インチ、１インチ、１．２５インチ、１．５インチ
、１．７５インチ、２インチ、２．５インチ、２．７５インチ、３インチ、３．２５イン
チ、３．５インチ、４インチ、５インチ、６インチ、又は７インチ等の０．５インチから
８インチの直径を定め、有し、又は囲むことができる。外側部分１０２０及び／又は中央
部１０１０は、５ミリメートル、１０ミリメートル、１５ミリメートル、１８ミリメート
ル、１９ミリメートル、２０ミリメートル、２１ミリメートル、２２ミリメートル、２５
ミリメートル、ミリメートル、３５ミリメートル、５０ミリメートル、７５ミリメートル
、８０ミリメートル、又は１００ミリメートルの厚さを有することなどによって、０．２
インチから８インチの厚さを定め、或いは有することができる。
【０１０１】
　中央部１０１０は、酸素等の気体を浸透させ又は加圧することができる材料等の多孔性
材料を含む。同様に、外側部分１０２０は、中央部１０１０に関して上述されたような多
孔性材料を含むことができる。具体的には、外側部分１０２０及び／又は中央部１０１０
は、酸素化アタッチメント７００、スポンジアタッチメント、又は多孔性アタッチメント
用について上述されたような多孔性材料を含むことができる。側部１０５０は、中央部１
０１０に関して説明された多孔性材料等の多孔性材料を含む場合もあり、含まない場合も
ある。
【０１０２】
　外側部分１０２０及び／又は側壁１０５０内の微細孔の配置、微細孔の欠如、及び／又
は微細孔の方向は、中央部１０１０に供給された気体が外側部分１０２０又は側壁１０５
０から外に漏出又は浸透するのを抑制することができると考えられる。例えば、図１０は
、表面１０３０から表面１０４０に延びる微細孔１０１２等の微細孔を有する中央部１０
１０と、表面１０３０から表面１０４０に延びる微細孔１０２２等の微細孔を有する外側
部分１０２０とを示す。従って、表面１０３０の中央部１０１０内の微細孔に導入される
気体は、表面１０４０の外側部分１０２０及び／又は中央部１０１０において微細孔から
外に浸透させ又は加圧し、表面１０４０に隣接又は接触して配置された皮膚又は身体部分
を治療することができる。多孔性アタッチメント１０００の外側部分１０２０を人の手で
操作するためのツール又はデバイスに取り付け、気体を表面１０３０の中央部１０１０に
供給し、中央部１０１０の微細孔を通って、表面１０４０の外側部分１０２０及び／又は
中央部１１０に貫流し、浸透させ、又は加圧することができるようにすることが考えられ
る。
【０１０３】
　実施形態によれば、表面１０３０では、外側部分１０２０は、ツール又はデバイスの頭
部に、或いは人の手で握り操作するための表面を有するデバイスに多孔性アタッチメント
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表面１０３０を取り付けるためのベース及び／又は接着剤を有することができる。表面１
０３０では、外側部分１０２０は、綿、天然又は合成繊維、金属、木材、コルク、海草、
合成ゴム、紙、プラスチック又はラテックス等の非多孔性ベース材料を有することができ
ると考えられる。ベース材料の表面１０３０は、人の手によって操作するためのデバイス
に表面１０３０を取り付ける前に除去することができる、被覆を備えた「テープ」等の接
着剤をその上に有することができる。
【０１０４】
　例えば、多孔性アタッチメント１０００は、上述のように、頭部１２０、頭部１４０と
同様に１つ、３つ又は４つの頭部を有するデバイスすなわちツールなど、１つから４つの
頭部を有するツール又はデバイスに取り付けることができる。従って、多孔性アタッチメ
ント１０００は、頭部１２０だけを有するが頭部１４０を有さないような、ツール又はデ
バイス１１０に類似するが１つの頭部だけを有する、人の手によって操作するためのツー
ル又はデバイスに取り付けることができる。多孔性アタッチメント１０００はまた、本明
細書で記載されたように運動発生器を有するか或いは運動発生器を有さない、ツール又は
デバイスに取り付けることができると企図される。
【０１０５】
　実施形態によれば、多孔性アタッチメント１０００は、上述のような多孔性アタッチメ
ント、スポンジアタッチメント、又は酸素化アタッチメント７００とすることができる。
加えて、実施形態は、人の手によって握り操作するための物理的寸法を有するが、デバイ
ス内にハンドル１３０又はモータ付運動発生器を有さないデバイスに取り付けるための多
孔性アタッチメント１０００を含む。例えば、図１１は、人の手によって操作するための
ツール又はデバイスに取り付けられた図１０の多孔性アタッチメントを示す。図１１は、
開口部１１６０の周りの酸素ディフューザ１１１０の表面１１３０に取り付けられた多孔
性アタッチメント１０００を含むシステム１１００を示す。システム１１００はまた、ホ
ース１１３０からディフューザ１１１０によって受け取られた、酸素の流れを調節するた
めのバルブ１１２０を含む。ホース１１３０は、バルブ１１２０、酸素源１１４０に取り
付けられる。酸素源１１４０は、酸素化アタッチメント７００に関して上述されたものと
同様の酸素源とすることができる。ディフューザ１１１０は、バルブ１１２０を介してホ
ース１１３０に結合されたチャンバ１１７０を有する。
【０１０６】
　開口部１１６０は、表面１０４０下或いは表面と接触した皮膚又は身体部分の領域を治
療するために、微細孔１０１２等の微細孔を通って加圧され又は浸透されるような、チャ
ンバ１１７０に供給された気体がチャンバ１１７０から中央部１０１０に浸透し又は加圧
されて、表面１０４０から出ることができるのに十分なサイズ又は直径を有する開口部と
することができる。具体的には、開口部１０６０は、２ミリメートル、３ミリメートル、
４ミリメートル、５ミリメートル、７ミリメートル、９ミリメートル、１０ミリメートル
、又は１２ミリメートルの直径を有するなど、１ミリメートルから３センチメートルの直
径を有し或いは定める開口部とすることができる。
【０１０７】
　バルブ１１２０に供給された気体は、チャンバ１１７０内に流入して開口部１１６０か
ら出すことができる。気体は、開口部１１６０から多孔性アタッチメント１０００の中央
部１０１０内に浸透し、又は加圧することができる。従って、バルブ１１２０は、ホース
１１３０から受け取りディフューザ１１１０を通して表面１０４０の中央部１０１０内の
微細孔から外に流出させる気体又は酸素の流れを１平方インチ当たり１ポンド（ＰＳＩ）
から１０００ＰＳＩの圧力で、１秒当たり１ミリリットルから５００ミリリットル（ｍｌ
／ｓｅｃ）の流量に制御するためのノブ又はダイヤルを有することができる。
【０１０８】
　図１１はまた、表面１１８０が人の手によって握り操作するための物理的寸法を有する
システム多孔性アタッチメント１０００を示す。例えば、表面１１８０は、ハンドル部分
１３０についての上記の説明と同様に握り操作することができる。幾つかの場合では、表
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面１１８０は、本明細書に記載されたように他の治療中或いは他の治療でない間に、人の
指又は親指で握り操作し、人間の皮膚又は身体部分全体及び／又はその上の表面１０４０
を移動させて酸素等の気体で皮膚及び／又は身体部分を治療することができる。
【０１０９】
　従って、多孔性アタッチメント１０００とシステム１１００を用いて、酸素が表面１０
４０を介して皮膚又は身体部分に供給される間、手で表面１０８０を保持することなどに
よって、皮膚又は身体部分の領域を治療することができる。更にアタッチメント１０００
をツール又はデバイスに取り付けて、本明細書に記載されたようなクリーム、洗浄液、バ
フ溶液、研磨物質、又は他の治療ローション、クリーム、或いは物質を用いて皮膚の領域
を治療することができる。具体的には、多孔性アタッチメント１０００及び／又はシステ
ム１１００は、酸素等の気体を皮膚又は身体部分に供給することによって皮膚又は身体部
分の領域を治療するのに用いることができ、この場合このような気体又は酸素は、治療中
にクリーム、溶液、又は物質を皮膚又は身体部分内に押し、押し出し、或いは加圧する。
例えば、クリーム、溶液、又は物質は、多孔性アタッチメント１０００の表面１０４０に
付加することができ、或いは多孔性アタッチメント１０００の表面１０４０を治療の皮膚
又は身体部分に付加する前に皮膚又は身体部分に付加することができる。
【０１１０】
　図１２は、皮膚又は身体部分を治療する処理の１つの実施形態を説明するフローチャー
トである。図１２のフローチャートは、図１－１１に関して記載されたデバイスすなわち
ツール１１０、治療アタッチメント（例えば、アプリケータアタッチメント２００、ブラ
シアタッチメント３００、酸素化アタッチメント７００、加熱ユニットアタッチメント、
冷却ユニットアタッチメント、光源アタッチメント、多孔性質量体アタッチメント、スポ
ンジパッドアタッチメントなど）を利用する方法を示すことができる。
【０１１１】
　ブロック８１０おいて、治療アタッチメントは、治療デバイスの第１の頭部に取り付け
られる。例えば、ブロック８１０は、人間のユーザが治療デバイスすなわちツール１１０
の頭部１２０にアプリケータアタッチメント２００を取り付ける段階に相当する。ブロッ
ク８２０おいて、別のアタッチメントが第２の頭部に取り付けられる。ブロック８２０は
、人間のユーザが治療デバイスすなわちツール１１０の頭部１４０にブラシアタッチメン
ト３００を取り付ける段階に相当する。
【０１１２】
　ブロック８３０において、人間の皮膚又は身体部分の領域或いは層等の皮膚又は身体部
分は、治療アタッチメントを用いて治療される。例えばブロック８３０では、治療組成物
の有無にかかわらず、人間のユーザがアプリケータアタッチメント２００を用いて皮膚又
は身体部分の領域の治療にデバイスすなわちツール１１０を用いる段階に相当する。
【０１１３】
　幾つかの実施形態では、ブロック８３０は、人間の皮膚又は身体部分の領域又は層等の
皮膚又は身体部分を治療アタッチメントなしのデバイスすなわちツール１１０（例えば、
アタッチメントなしで孔７１０を用いた酸素化治療など）で治療される治療段階に相当す
る。
【０１１４】
　ブロック８４０において、皮膚又は身体部分を治療する治療アタッチメントとして別の
アタッチメントが望ましいかどうかが判断される。例えば、ブロック８４０は、治療アタ
ッチメントを用いて皮膚又は身体部分の領域或いは層を治療する現在の期間が完了したか
どうかを人間のユーザが決定する段階に相当する。ブロック８４０において、別のアタッ
チメントが望ましくないと判断される場合、プロセスはブロック８４５に進む。
【０１１５】
　決定ブロック８４５において、皮膚又は身体部分の治療が完了したかどうかが判断され
る。例えばブロック８４５は、全ての利用可能な又は望ましい治療アタッチメントを用い
た皮膚又は身体部分の領域或いは層の治療が完了したかどうかを人間のユーザが決定する



(30) JP 2008-512182 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

段階に相当する。ある場合において、治療は、皮膚又は身体部分の領域或いは層がアプリ
ケータアタッチメント２００で剥脱され、ブラシアタッチメント３００で洗浄及び／又は
ポリシングされている場合、人間のユーザの満足度に対して完全なものとすることができ
る。ブロック８４５において治療が完全でない場合、プロセスはブロック８３０に戻る。
或いは、ブロック８４５において治療が完全であると判断される場合、プロセスは治療が
終了するブロック８５０に進む。
【０１１６】
　ブロック８４０において、治療アタッチメントとして別のアタッチメントが望ましいと
判断される場合、プロセスはブロック８５５に進む。決定ブロック８５５において、別の
アタッチメントが代替アタッチメントであるかどうかが判断される。ブロック８４５は、
望ましい別のアタッチメントがブラシアタッチメント３００であるかどうかを人間のユー
ザが決定する段階に相当する。ブロック８５５において望ましい別のアタッチメントが代
替アタッチメントであると判断される場合、プロセスはブロック８７０に進む。
【０１１７】
　ブロック８７０において、デバイスは、治療アタッチメントと代替アタッチメントが位
置を切り替えるように再配向される。例えばブロック８７０は、人間のユーザが、軸の周
りで治療デバイスすなわちツール１１０を回転させて、代替アタッチメントが治療するこ
とが望ましい皮膚又は身体部分の領域或いは層を治療するよう配向され、再配向され、或
いは位置決めされるように（例えば、治療アタッチメントがこれまで存在していた位置に
代替アタッチメントがあり、現在は代替アタッチメントが治療アタッチメントになるよう
にする）する段階に相当する。例えば、ブロック８７０は、頭部１４０と頭部１２０の位
置が切り替えられる（例えば、すなわちブラシアタッチメント３００は、アプリケータア
タッチメント２００が存在していた位置に切り替えられ、ブラシアタッチメント３００が
治療アタッチメントになるようにする）ように、縦軸の周りでデバイスすなわちツール１
１０を回転させる段階に相当する。
【０１１８】
　ブロック８５５において、別のアタッチメントが代替のアタッチメントではないと判断
される場合、プロセスはブロック８６０に進む。例えばブロック８５５は、ブラシアタッ
チメント３００が皮膚及び／又は身体部分を治療するのに使用される望ましい別のアタッ
チメントではないと人間のユーザが決定する段階に相当する。
【０１１９】
　ブロック８６０において、治療アタッチメントが第１の頭部から取り外される。例えば
ブロック８６０は、人間のユーザが頭部１２０からアプリケータアタッチメント２００を
取り外す段階に相当する。ブロック８６０の後、プロセスはブロック８６５に進む。
【０１２０】
　ブロック８６５において、望ましい別のアタッチメントが第１の頭部に取り付けられ、
治療アタッチメントになる。ブロック８６５は、人間のユーザが頭部１２０にアプリケー
タアタッチメント２００又はブラシアタッチメント３００以外の治療アタッチメントを取
り付ける段階に相当する。具体的には、人間の皮膚又は身体部分の領域を治療するのに好
適なスポンジアプリケータアタッチメント、多孔性質量体アタッチメント、軟質パッド緩
衝体アタッチメント、或いは他の治療アタッチメントは、頭部１２０上のアプリケータア
タッチメント２００の代わりに付加することができる。従って、別のアタッチメントは、
皮膚又は身体部分を治療する治療アタッチメントになる。ブロック８６５の後、プロセス
はブロック８３０に戻る。
【０１２１】
　実施形態によれば、ブロック８３０において皮膚又は身体部分の領域又は層を治療する
段階は、上述のような熱、冷気、光線、組成物又は溶液を付加及び／又は使用する段階を
含んでも、含まなくてもよい。例えば、使用される組成物又は溶液は、アプリケータ又は
ブラシアタッチメント上に配置された保湿剤、研磨粒子、洗浄液、及び／又はポリシング
液を含む。これは、アプリケータ又はブラシアタッチメントをコンテナ内に配置した組成
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物又は溶液と共にコンテナに浸漬させられる段階か、或いは直接アプリケータ又はブラシ
アタッチメント上に組成物又は溶液を配置する段階（例えば、ディスペンサ、噴出ボトル
管、スパチュラ又は他の好適な手段を用いて）のいずれかによって行うことができる。組
成物又は溶液は、治療アタッチメントの表面（例えば、アタッチメントの毛、研磨面、又
は多孔性表面など）、皮膚、或いは手の近くの身体部分（例えば、デバイスのユーザの治
療アタッチメント、顔、首、手、足、皮膚又は身体部分上に組成物又は溶液を付加するこ
となどにより）に付加することができることも企図される。従って、治療アタッチメント
を用いて、組成物又は溶液で治療を実施することができる。
【０１２２】
　次いでユーザは、アプリケータ又はブラシアタッチメント上に配置された組成物又は溶
液を、治療されることになる皮膚又は身体部分の領域に付加することができる。一例では
、多孔性アプリケータ、或いは研磨もしくは軟質の毛のブラシアタッチメントの表面全体
にわたって約４分の１インチ（約６．３５ｍｍ）の組成物又は溶液を付加する。別の例で
は、頭部７２０の表面７２６の表面全体にわたって、約４分の１インチの組成物又は溶液
を付加する。次いでユーザは、例えばおおよそ約１インチから３インチ（約２５．４～７
６．２ｍｍ）離れた場所で治療されることになる領域を点在させる。
【０１２３】
　その後、ユーザは、治療アタッチメントをユーザ及び／又は運動発生器で移動させなが
ら（例えば、振動により）、ツールのハンドル或いはデバイスすなわちツール１１０を操
作することによって治療される皮膚又は身体部分の領域の全体にわたって熱、冷気、光線
、組成物又は溶液を操作することができる。実施形態では、熱、冷気、光線、組成物又は
溶液の操作は、アプリケータ又はブラシアタッチメントが上向きの円形又はランダムに配
向されたストロークを用いて皮膚又は身体部分の領域全体にわたって移動するように、ハ
ンドルを移動させることによって特徴付けられる。一例では、熱、冷気、光線、組成物又
は溶液の操作は、１分から１０分間、或いは組成物又は溶液が皮膚又は身体部分に入り込
み、洗浄、及び／又ポリシングされて、皮膚又は身体部分が柔らかく滑らかになるまで続
けられる。
【０１２４】
　実施形態では、ユーザは、アプリケータ又はブラシアタッチメントを移動させることに
よってアクネ、大きな毛穴、衰えた皮膚、及び／又はアクネの跡を治療するためにハンド
ルを操作すると同時に、アタッチメントはまた上述のように、アクネ又はアクネの跡を有
する皮膚の領域上を運動発生器によって移動されて、皮膚を摩耗、剥離、洗浄、及び／又
はポリシングする（例えば、アクネの跡を含むあらゆる粗い皮膚領域を最小にするように
）。これは、治療アタッチメントを用いて皮膚又は身体部分に圧力を印加する段階と、わ
ずかに上向きの円形又はランダムに配向された運動を用いて顔や首全体にわたって治療ア
タッチメントを移動する段階とを含むことができる。
【０１２５】
　別の実施形態では、ユーザは、皮膚上の治療アタッチメントを操作すると共に、アタッ
チメントはまた、上述のように湿潤皮膚又は乾燥皮膚上でアタッチメントを操作して、か
かと、足又は外皮等のあらゆる粗い皮膚領域（極度に粗く厚い胼胝を含む）を最小限にす
ることによって、運動発生器によって胼胝を軟化させるよう移動される。より詳細には、
上述の実施形態等の組成物又は溶液は、アプリケータ又はブラシアタッチメントを用いて
乾燥した皮膚や身体の部分を洗浄するために付加することができる。手及び／又は足の若
返り、洗浄及び／又はポリシングに関し、このような利用では、アタッチメントで皮膚に
圧力を印加する段階と、わずかに上向きの円形又はランダムに配向された運動を用いてア
タッチメントを手や足全体にわたって移動させる段階とを含むことができる。本明細書の
例において、ユーザは、皮膚及び／又は身体部分上の治療アタッチメントを操作すること
ができるが、アタッチメントは運動発生器によって移動されないことが企図される。
【０１２６】
　同様に、組成物又は溶液を皮膚に付加する段階において、ユーザは、組成物を操作する
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タッチメントで組成物を塗布することができる点に留意されたい。或いは、ユーザは、同
時に組成物又は溶液を皮膚及び／又は身体部分に付加し、治療されることになる皮膚及び
／又は身体部分の領域全体にわたって組成物を操作することができる。更にユーザは、皮
膚及び／又は身体部分全体にわたって治療アタッチメントを操作する前或いはその間に、
ソルトシェーカーのような「シェーカー」などから研磨粒子、組成物又は溶液を皮膚及び
／又は身体部分に振ることができる。同様にユーザは、組成物又は溶液を治療アタッチメ
ントに同時に付加し、治療されることになる領域を点在させ、ロータリーストロークで操
作することができる。治療アタッチメントを用いて、ユーザは、オン（運動発生）位置で
、或いはより軽い治療用のオフ位置で運動発生器を用いてアタッチメントを操作すること
ができる（例えば、ユーザが、デバイスすなわちツール１１０のハンドルを操作すること
によって、領域全体にわたって治療アタッチメントを移動させることで手動で領域を治療
する治療など）。最後に、組成物又は溶液を用いる場合、ユーザは、組成物又は溶液のあ
らゆる非吸収部分をふき取ることができ、更に任意選択的に領域をすすぐことができる（
例えば、水などで）。
【０１２７】
　種々の実施形態の多くの特徴及び利点が、上記明細書並びに種々の実施形態の構造、機
能、及び配合物の詳細において記載されている場合でも、本開示事項は例証に過ぎない点
を理解されたい。添付の請求項の用語の広範な一般的意味によって表現される種々の実施
形態の範囲から逸脱することなく、特に構造の問題、部品の管理、及び組成又は溶液式な
どの詳細について変更を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２８】
【図１】２つの頭部を有する装置の１つの実施形態の概略平面図である。
【図２】図１の装置の概略側面図である。
【図３】図２の線Ａ－Ａを通る装置の実施形態の概略断面図を示す。
【図４Ａ】一方の頭部に結合されたアプリケータアタッチメントを有する、図２の装置の
概略側面斜視図である。
【図４Ｂ】他方の頭部に結合されたブラシアタッチメントを有する図２の装置の概略側面
斜視図である。
【図５】頭部に取り付ける前の図４Ａ及び図４Ｂのアプリケータアタッチメントの概略背
面図である。
【図６】頭部に取り付ける前の図４Ａ及び図４Ｂのアプリケータアタッチメントの概略側
面図である。
【図７】頭部に取り付けた後の図４Ａ及び図４Ｂのアプリケータアタッチメントの概略側
面図である。
【図８】２つの頭部を有し、１つの頭部が貫通する開口部を有する装置の実施形態の概略
平面図である。
【図９】図８の装置の概略側断面図である。
【図１０】酸素等の気体で皮膚又は身体部分の領域を治療するための多孔性アタッチメン
トを示す図である。
【図１１】人の手によって操作するためのツール又はデバイスに取り付けられた図１０の
多孔性アタッチメントを示す図である。
【図１２】皮膚を治療する処理の１つの実施形態を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【０１２９】
　１００　装置、１１０　デバイスすなわちツール、１２０、１４０　頭部、１２２、１
４２　第１の端部、１２５、１４５　側壁、１２６、１４６外側面、１２７、１２８　陥
凹部、１３０　ハンドル部分
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